
じ
く
も

給食っておいしいね
　10月８日㈭、市民会館で『第６回のぼりべつし学校給
食展』が開催されました。
　初めて給食を味わう子どもや、久しぶりの給食を懐か
しむ方など、参加者はみんなで食べる給食を思い思いに
楽しみました。※関連記事19ページ。
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2登別ブランド推奨品

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品

特
集

〜
登
別
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
〜

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

奇数マイナンバー制度

　
全
国
屈
指
の
お
湯
ど
こ
ろ
登
別
。

　
し
か
し
、
登
別
の
魅
力
は
温
泉
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
太
平
洋
と
緑
豊
か
な
大
地
に
囲
ま
れ
た
登
別
市
は
、
海
や
山
の
恵
み
を

受
け
、
質
の
高
い
特
産
品
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
特
産
品
の
中
で
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
が
認
定
し
、

ま
ち
を
あ
げ
て
お
薦
め
す
る
逸
品
が
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
』
で
す
。

　
今
号
は
、
『
温
泉
の
ま
ち
登
別
』
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
や
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
指
す
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
』
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▶

問
い
合
わ
せ

　登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
内
・
☎
85
２
１
７
１
）

▲恵まれた海の幸を生かした『登別ブランド推奨品』は大変人気があります。

▲

農
林
業
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る

エ
ゾ
シ
カ
。
平
成
26
年
度
に
は
、
そ
の
エ
ゾ

シ
カ
肉
を
有
効
活
用
し
た
食
品
が
『
登
別
ブ

ラ
ン
ド
推
奨
品
』
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲品質の優れた牛乳を活用して、
　『登別ブランド推奨品』がたく
　さん作られています。

登別市

00○○○○○○○○○○

　
国
際
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市
と

し
て
年
間
350
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ

る
登
別
市
は
、
豊
富
な
湯
量
や
多
種
の
泉

質
を
誇
る
登
別
温
泉
と
、
山
間
に
あ
る
静

か
な
カ
ル
ル
ス
温
泉
を
中
心
に
、
海
・
山

の
自
然
に
恵
ま
れ
た
北
海
道
を
代
表
す
る

観
光
地
で
す
。
ま
た
、
自
治
体
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
評
価
す
る
た
め
に
全
国
１
千
の
市

区
町
村
を
対
象
と
し
て
平
成
18
年
か
ら
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
『
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査

（
㈱
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
実
施
）
の
結

果
に
よ
る
と
、
登
別
市
は
毎
年
お
お
よ
そ

30
位
か
ら
40
位
ま
で
の
間
に
位
置
し
て
お

り
、
全
国
的
に
も
ブ
ラ
ン
ド
力
の
高
い
自

治
体
と
い
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か

そ
う
と
し
た
商
品
は
い
く
つ
も
販
売
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
個
別
の
店
舗
で
単
発
的

に
商
品
化
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

地
域
を
あ
げ
て
の
取
り
組
み
が
少
な
く
宣

伝
効
果
も
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
登
別
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
効
果
的
に
生
か
せ
て
い
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
登
別
市
に
は
以
前
か
ら
、
豊
か
な
自
然

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
質
の
高
い
特
産
品
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
観
光
都

市
・
登
別
や
登
別
温
泉
の
イ
メ
ー
ジ
と
結

び
つ
け
、
特
産
品
に
対
す
る
信
頼
や
知
名

度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
登
別
の
イ
メ
ー

ジ
を
向
上
さ
せ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
始

め
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
、
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
制

度
』
創
設
に
向
け
て
、
市
と
登
別
商
工
会

議
所
、
登
別
観
光
協
会
で
協
議
を
行
い
、

同
年
、
ま
ち
づ
く
り
や
産
業
振
興
を
行
う

団
体
な
ど
か
ら
推
薦
を
受
け
た
方
や
市
職

員
か
ら
な
る
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
』
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
に
は
、
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推

奨
品
』
へ
、
８
事
業
者
か
ら
15
品
の
応
募

が
あ
り
、
審
査
委
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

設
立
後
初
と
な
る
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨

品
』
が
10
品
誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
毎
年
申
し
込
み
を
受
け
審

査
を
行
い
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
計
23
品

の
特
産
品
が
同
推
奨
品
の
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
推
奨
品
は
市
内
の
取
扱
店
で

通
年
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
登
別
温
泉

の
ホ
テ
ル
売
店
で
も
販
売
さ
れ
て
お
り
、

お
土
産
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
22
年
か
ら
、
夏
・
冬
の
年

２
回
、
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
』
な
ど

の
詰
め
合
わ
せ
で
あ
る
『
夏
ギ
フ
ト
』
、

『
冬
ギ
フ
ト
』
の
販
売
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
お
中
元
や
お
歳
暮
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
お
土
産
な
ど
と
し
て
も
人

気
が
あ
り
、
通
年
販
売
を
求
め
る
声
も
あ

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
内
で
の
販
売
に
限
ら
ず
、

市
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。
札
幌
市
の
『
さ
っ
ぽ
ろ

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
』
を
は
じ
め
、
宮
城

県
白
石
市
の
『
白
石
市
農
業
祭
』
や
東
京

都
福
生
市
の
『
福
生
七
夕
ま
つ
り
』
な
ど

で
出
展
し
て
き
た
ほ
か
、
神
奈
川
県
海
老

名
市
の
『
え
び
〜
に
ゃ
ハ
ウ
ス
』
で
通
年

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
特
産
品
が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
っ
て

信
頼
性
と
知
名
度
を
向
上
さ
せ
て
い
る
の

と
同
時
に
、
そ
の
特
産
品
を
市
内
外
で
販

売
す
る
こ
と
に
よ
り
登
別
市
の
食
の
Ｐ
Ｒ

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
４
月
16
日
か
ら
提
供
が
開
始
さ

れ
た
登
別
版
ご
当
地
グ
ル
メ
『
登
別
閻
魔

や
き
そ
ば
』
。
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品

と
と
も
に
道
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
販

売
し
た
と
こ
ろ
、
計
１
万
食
を
超
え
る
焼

き
そ
ば
が
食
さ
れ
、
登
別
の
魅
力
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
に
は
北
海
道
新
幹
線
の
開
業

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
別
の
さ
ら
な

る
Ｐ
Ｒ
に
向
け
て
、
同
協
議
会
は
、
全
国

的
に
知
名
度
の
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
出

そ
う
と
、
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

観
光
の
知
名
度
を
生
か
し
た

　
　地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
て

観
光
の
知
名
度
を
生
か
し
た

　
　地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
て

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

奇数マイナンバー制度

▲道内外を問わず、さまざまな
イベントで販売してきた

　（写真は、えびな市民まつり）

▲ことしの夏に販売された『登
別ブランド推奨品詰め合せ
夏ギフト』のリーフレット

登
別
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か
す
た
め
に

登
別
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か
す
た
め
に

登
別
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か
す
た
め
に

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
の
誕
生

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
の
誕
生

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
の
誕
生

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
の
普
及
と
Ｐ
Ｒ

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
の
普
及
と
Ｐ
Ｒ

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
の
普
及
と
Ｐ
Ｒ

登
別
の
魅
力
の
さ
ら
な
る
発
信
を

登
別
の
魅
力
の
さ
ら
な
る
発
信
を

登
別
の
魅
力
の
さ
ら
な
る
発
信
を

ふ
っ
さ

え
ん 

ま

』

』

3 登別ブランド推奨品



4登別ブランド推奨品

　
●
応
募
で
き
る
方

市
内
に
事
業
所
を
有
し
て
い
る
事
業
者

●
対
象
と
な
る
商
品

主
な
原
材
料
が
市
内
で
生
産
ま
た
は
採

取
さ
れ
て
い
る
加
工
食
品
（
市
内
で
生

産
ま
た
は
採
取
で
き
な
い
も
の
に
限
り
、

北
海
道
産
も
対
象
と
し
ま
す
）

●
応
募
で
き
る
品
数

１
事
業
者
に
つ
き
２
品
ま
で

　
　
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
申
込
書
』
に
次

の
も
の
を
添
え
て
、
12
月
22
日
㈫
17
時
ま

で
に
、
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
添
付
す
る
も
の

特
産
品
調
査
票
・
商
品
サ
ン
プ
ル
（
２

個
無
償
提
供
）
・
商
品
カ
タ
ロ
グ
（
商

品
を
説
明
し
た
も
の
）

※
申
込
書
は
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
と
登
別

商
工
会
議
所
に
備
え
付
け
の
ほ
か
、
登

別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
や
同
会
議
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

※
食
味
審
査
時
に
試
食
品
の
無
償
提
供
が

必
要
で
す
。

◎
応
募
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

▼
日
時
　
11
月
６
日
㈮
18
時

▼
場
所
　
市
役
所
２
階
第
二
委
員
会
室

　
　
平
成
28
年
１
月
17
日
㈰
に
開
催
予
定
の

推
奨
審
査
会
で
、
５
ペ
ー
ジ
に
記
載
す
る

項
目
の
審
査
を
行
っ
た
後
、
推
奨
品
を
決

定
し
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

※
審
査
員
は
、
市
民
、
生
産
者
が
組
織
す

る
組
合
な
ど
の
役
員
、
報
道
関
係
者
、

調
理
師
ほ
か
20
人
程
度
。

　
　
販
売
促
進
や
販
路
開
拓
を
目
的
と
し
て
、

主
に
次
の
よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
商

品
の
Ｐ
Ｒ

・
雑
誌
な
ど
へ
の
広
告
掲
載

・
同
協
議
会
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
登
別

商
工
会
議
所
会
報
な
ど
で
の
商
品
紹
介

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

奇数マイナンバー制度

▲平成26年度認定の登別ブランド推奨
品（商品の説明は７ページに記載）

▲登別ブランド推奨品のパンフレット
（左）やポスター（右）

登別ブランド推奨審査会の委員を募集します

▼応募資格　市民で市内の食品加工業者と利害関係のない方

▼役割　平成28年１月17日㈰開催予定の推奨審査会で、商品
説明や試食などを行い審査します

▼定員　２人（応募者が３人以上のときは選考）

▼応募方法　12月22日㈫17時までに商工労政グループ、登別
商工会議所備え付け、または同会議所や市ホームページに
掲載の応募用紙に必要事項を記入し、郵送またはファクス、
Ｅメールにより登別ブランド推進協議会（〒059-8701中央
町６丁目11、　85 8 2 8 6、shoko@city.noboribetsu.lg.jp）
に提出

　登別ブランド推進協議会は、登別温泉のイメージを裏切らない高品質な地元産加工食品を『登別ブ
ランド推奨品』として認定し、広く宣伝することで、商品の信頼や知名度を高めるとともに、地域経
済の活性化を図り、まちのイメージを向上させることを目的に活動しています。
　これまで23品を登別ブランド推奨品として認定し、積極的にＰＲしています。
　この機会にぜひ、まちの新たなシンボルとなるこだわりを持った自慢の商品をご応募ください。

登別ブランド推奨品に応募しませんか

応
募
要
件

応
募
方
法

推
奨
品
の
決
定
方
法

推
奨
品
に
認
定
さ
れ
る
と

推奨品の審査項目とその内容推奨品の審査項目とその内容
項　目 内　　　容

・主な原材料が市内で生産または採取されている加工食品であること（市
内で生産または採取できないものに限り、道内で生産または採取されて
いる場合は可とすることがある）

素材、原材料
の産地

・市内に商品を製造・加工する事業所を有している事業者であること
※技術的な問題などにより市内で製造・加工が難しく、かつ、安全性・信
頼性が確保できる場合はこの限りでない。

事業所の
所在地

・登別市の自然や文化、伝統などの特性を有し、登別市のイメージ向上に
つながる物語性があること
・ほかの地域で生産、製造される類似商品と比較して、品質、食味、価格
などの面で優れていること
・特許、商標登録などの知的財産権の取得や独自の取り組みがなされてい
ること

商品の地域性

・関係法令に基づく表示基準などを遵守し、生産・販売方法も法令に基づ
き行われているほか、品質の高さや安全性などを維持するための取り組
みがなされていること

商品の安全・
信頼性

・商品を将来にわたり安定的かつ持続的に生産できる体制となっている、
またはその予定があること生産体制

・ブランド化への意欲があり、登別ブランドの普及、認知度向上、他事業
者などへの波及効果が期待できること

ブランド化へ
の意欲

　
登
別
温
泉
は
全
国
的
に
も
有
名
で
、
毎

年
、
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
近
年

ま
で
、
観
光
客
が
お
土
産
と
し
て
買
っ
て

い
く
も
の
は
、
道
内
の
ど
こ
で
も
買
え
る

よ
う
な
定
番
商
品
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　
一
方
で
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
始
め
る
前
か

ら
、
登
別
に
は
優
れ
た
特
産
品
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
お
土
産
と
し

て
観
光
客
に
買
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
特

産
品
そ
の
も
の
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
が
大
き
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
登
別
温
泉
の
知
名
度
を
生

か
し
、
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
』
と
し
て
、
地

域
を
あ
げ
て
特
産
品
を
売
り
出
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
質
の
高
い
特
産
品
を
『
登
別
ブ

ラ
ン
ド
』
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
質
の
高
さ
が
登
別
の
イ
メ
ー
ジ
と

結
び
つ
き
、
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
な
れ
ば
、
観
光
客
が
さ

ら
に
増
え
、
市
内
の
事
業
者
が
潤
い
、
ま

ち
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
を
は
じ
め
て
早
６
年
。
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
や
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
事

業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
』
も
増
え
て
き

ま
し
た
が
、
市
内
に
は
ま
だ
ま
だ
優
れ
た

特
産
品
が
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

　
今
年
度
も
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
』

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
特
産

品
を
作
っ
て
い
る
事
業
者
の
方
に
は
、
ぜ

ひ
応
募
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
そ
し

て
、
協
議
会
と
と
も
に
、
『
登
別
ブ
ラ
ン

ド
推
奨
品
』
と
し
て
商
品
の
販
売
促
進
や

販
路
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
み
ん
な
の
力
で
、
ま
ち
を
元
気
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

00○○○○○○○○○○

　
　
登
別
ブ
ラ
ン
ド
の
認
定
審
査
は
、
公
募

し
た
市
民
や
生
産
者
が
組
織
す
る
組
合
の

代
表
、
報
道
機
関
、
調
理
師
、
食
品
加
工

の
専
門
家
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
『
登
別
ブ

ラ
ン
ド
推
奨
審
査
会
』
が
行
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
書
面
で
、
事
業
所
や
産
地
、

安
全
性
に
つ
い
て
の
基
準
を
満
た
し
て
い

る
か
の
審
査
を
し
、
書
面
審
査
に
合
格
し

た
商
品
は
『
審
査
会
』
に
進
み
、
事
業
者

に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
と
食
味
試
験
に
よ
っ
て

審
査
を
行
い
ま
す
。

登
別
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

登
別
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

登
別
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

優
れ
た
特
産
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
く

優
れ
た
特
産
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
く

優
れ
た
特
産
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
く

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

奇数マイナンバー制度

成
田
光
男
さ
ん

登
別
ブ
ラ
ン
ド

推
進
協
議
会
会
長

登
別
ブ
ラ
ン
ド
の
審
査
方
法

インタビュー
interview

な
り
　た

み
つ
　お

奇数マイナンバー制度5 登別ブランド推奨品



6登別ブランド推奨品

平成21年度認定平成21年度認定

▲鬼伝説金鬼ペール
　エール▲のぼ～る

▲赤鬼納豆・青鬼納豆
▲北海大だこ地獄漬

のぼりべつと▶
ろ～りプリン　

◀文志郎の納豆
　輪〆昆布巻

▲のむフロマージュ

▲元祖たらこキムチ登別た
　らこ地獄漬

▲のぼりべつホタテ燻

▲登別閻魔らーめん ▲文志郎の鹿角納豆

▲のぼりべつ牛乳プリン ▲極上シフォンケーキ ▲らんぼっけのたらこ

▲○わさび漬 ▲のぼりべつ牛乳

▲鬼伝説青鬼ピルスナ
　ー・赤鬼レッドエー
　ル

平成22年度認定平成22年度認定平成24年度認定平成24年度認定

平成23年度認定平成23年度認定

登別ブランド推奨品登別ブランド推奨品
登別の食の魅力を堪能しよう登別の食の魅力を堪能しよう

藤

7 登別ブランド推奨品

市内の主な登別ブランド推奨品取扱店市内の主な登別ブランド推奨品取扱店

　古くから食用や装飾品の材料として用
いられてきたビノスガイ。近年は顧みら
れることが少なかったこの資源を生かし
て開発したのが『登別美乃素物語』です。
　タウリンや各種アミノ酸など栄養価が
豊富な登別漁港産ビノスガイを、大滝産

のなめこと一緒に生姜醤油に漬け込んでいます。
　おかずや酒のさかなとして、また、和洋中問わず、さまざま
な料理の具材としても楽しめます。

　大正３年の創業以来、登別
温泉の名物土産第１号として、
「かわいい」、「ひょうたん
で縁起が良い」と人気があり
ます。
　素朴な味に、黒ごま・白ご
ま・青のりの風味を生かした
商品です。

　欧州で高級食材として珍重され
る鹿肉。
　登別では毎年多数のエゾシカが
捕獲されながらも、その多くは食
卓に上ることがありませんでした。
　「気軽にエゾシカ肉を楽しんで
ほしい」。その思いで誕生したの
がこの商品です。
　醤油味に仕上げた大和煮と味噌
味に仕上げた味噌煮の缶詰は、お
かずや酒のさかな、パスタの具や

トッピングとしても最適です。
　カロリーが低く鉄分が豊富なエゾシカ肉を、ぜひご家庭でも
お楽しみください。

登別美乃素物語

のぼりべつエゾシカ大和煮・味噌煮
湯の香ひょうたん飴

セブンイレブン登別温泉店
・鬼伝説　青鬼ピルスナー
・鬼伝説　赤鬼レッドエール
・鬼伝説　金鬼ペールエール
・のぼりべつ牛乳
・のぼりべつ牛乳プリン
・のぼりべつとろ～りプリン
・のむフロマージュ

サンクス登別栄町店・中登別店
・のぼりべつホタテ燻

登別駅　キヨスク
・湯の香ひょうたん飴
・○わさび漬

かめや（イオン登別店・アーニス店）
・極上シフォンケーキ
・のぼ～る

わかさいも本舗直営店
・鬼伝説　青鬼ピルスナー
・鬼伝説　赤鬼レッドエール
・鬼伝説　金鬼ペールエール
温泉市場
・北海大だこ地獄漬
・元祖たらこキムチ　登別たらこ
　地獄漬
・らんぼっけのたらこ
豆の文志郎（工場売店）
・文志郎の鹿角納豆
・文志郎の納豆輪〆昆布巻
・青鬼納豆、赤鬼納豆
・のぼりべつエゾシカ大和煮
・のぼりべつエゾシカ味噌煮
大黒屋民芸店
・湯の香ひょうたん飴
・のぼりべつエゾシカ大和煮
・のぼりべつエゾシカ味噌煮

ホームストア　アーニス店
・登別閻魔らーめん
・のぼりべつ牛乳
イオン登別店
・登別閻魔らーめん
・のぼりべつホタテ燻
・北海大だこ地獄漬
・元祖たらこキムチ　登別たらこ
　地獄漬
・○わさび漬
・らんぼっけのたらこ
・のぼりべつ牛乳プリン
・のぼりべつ牛乳
・湯の香ひょうたん飴
・のぼりべつエゾシカ大和煮
・のぼりべつエゾシカ味噌煮
・登別美乃素物語
やきとりの一平　登別店
・登別美乃素物語

藤

藤

平成25年度認定平成25年度認定

平成26年度認定平成26年度認定

登別ブランド推奨品登別ブランド推奨品
登別の食の魅力を堪能しよう登別の食の魅力を堪能しよう

び の す

※商品の入荷状況により、取り扱いのない場合があります。
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登別市功労者表彰・登別市表彰
登別市功労者表彰

平成27年度

永年にわたり交通安全指
導員として交通事故防止
及び交通安全啓発活動に
尽力されました

渡
辺

　正
光

な
べ

ま
さ
み
つ

さ
ん

わ
た

永年にわたり保護司とし
て更生保護活動に尽力さ
れるとともに町内会役員
として市勢の発展と振興
に尽力されました

伊
藤

　秀
男

と
う

ひ
で
お

さ
ん

い

永年にわたり交通安全指
導員として交通事故防止
及び交通安全啓発活動に
尽力されました

筑
野

　武
志

の

た
け
し

さ
ん

ち
く

永年にわたり交通安全指
導員として交通事故防止
及び交通安全啓発活動に
尽力されました

足
立

　信
子

だ
ち

の
ぶ
こ

さ
ん

あ

永年にわたり交通安全指
導員として交通事故防止
及び交通安全啓発活動に
尽力されました

泉
野

　栄
子

の

え
い
こ

さ
ん

い
ず
み

永年にわたり消防団員と
して郷土防災の発展と振
興に尽力されました

相
澤

　定

ざ
わ

さ
だ
ひ
こ

さ
ん

あ
い

永年にわたり介護保険運
営協議会会長として適正
な介護保険運営の推進に
尽力されました

開
田

　博
之

だ

ひ
ろ
ゆ
き

さ
ん

か
い

永年にわたり登別市魚拓同
好会会長として芸術文化の
振興に尽力されるとともに
町内会役員として市勢の発
展と振興に尽力されました

黒
澤

　友
義

さ
わ

と
も
よ
し

さ
ん

く
ろ

永年にわたり町内会役員
として市勢の発展と振興
に尽力されました

宮
地

　眞
治

ち

し
ん
じ

さ
ん

み
や

永年にわたり職業訓練協
会役員として市内経済の
振興に尽力されました

尾
形

　勝
夫

が
た

か
つ
お

さ
ん

お

永年にわたり登別市議会
議員として地方自治の進
展に尽力されました

山
田

　新
一

だ

し
ん
い
ち

さ
ん

や
ま

永年にわたり登別市議会
議員として地方自治の進
展に尽力されました

上
村

　幸
雄

む
ら

ゆ
き
お

さ
ん

う
え

永年にわたり体育団体役
員として体育の振興に尽
力されました

羽
田

　克
美

だ

は
ね

か
つ
み

さ
ん

永年にわたり登別市議会
議員として地方自治の進
展に尽力されました

石
山

　正
志

や
ま

ま
さ
し

さ
ん

い
し

9 平成27年度　登別市功労者表彰・登別市表彰

登別市表彰

問い合わせ
総務グループ

　登別市功労者表彰・登別市表彰は、永年にわたり登別市の行政や社会福
祉などに貢献され、市民の模範となる行いをされた方や団体に対し、表彰
を行うものです。
　このたびの受賞者は、市功労者表彰14人、市表彰23人（自治貢献表彰７
人、社会貢献表彰９人、教育文化貢献表彰６人、善行表彰１人）で、11月
３日㈫の文化の日に市民会館で表彰式が行われます。

梅
津

　
　秀

つ

ひ
で
し

さ
ん

う
め 三

原

　哲
男

は
ら

て
つ
お

さ
ん

み中
村

　京
子

む
ら

き
ょ
う
こ

さ
ん

な
か 阿

部

　忠
雄

べ

た
だ
お

さ
ん

あ 日
ヶ
久
保
英
俊

く

ぼ
ひ
で
と
し

さ
ん

ひ

が

本
田

　
　宏

だ

ひ
ろ
し

さ
ん

ほ
ん

松
山

　信
昭

や
ま

の
ぶ
あ
き

さ
ん

ま
つ松
平

　孝
子

だ
い
ら

た
か
こ

さ
ん

ま
つ南

　
　康
子

や
す
こ

さ
ん

み
な
み 大

塚

　俊
雄

つ
か

と
し
お

さ
ん

お
お池

田

　顕
子

だ

あ
き
こ

さ
ん

い
け 菊

地

　啓
志

ち

け
い
し

さ
ん

き
く 多

年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て

社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
町
内
会
役
員
と
し
て
市
勢
の

発
展
と
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

自
治
貢
献
表
彰

自
治
貢
献
表
彰

社
会
貢
献
表
彰

社
会
貢
献
表
彰

　
　工
藤

　恵
子

ど
う

け
い
こ

さ
ん

く 多
年
に
わ
た
り
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

会
役
員
と
し
て
観
光
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た

善
行
表
彰

善
行
表
彰

千
葉
日
出
吉

ば

で

ひ

き
ち

さ
ん

ち 多
年
に
わ
た
り
登
別
柔
道
連
盟
役
員
と
し
て

柔
道
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

吉
野

　順
一

の

じ
ゅ
ん
い
ち

さ
ん

よ
し 多

年
に
わ
た
り
登
別
書
道
連
盟
役
員
と
し
て

芸
術
文
化
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

松
原

　條
一

ば
ら

じ
ょ
う
い
ち

さ
ん

ま
つ 多

年
に
わ
た
り
登
別
市
立
図
書
館
協
議
会
委

員
と
し
て
教
育
文
化
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た千

葉

　一
美

ば

か
ず
み

さ
ん

ち 多
年
に
わ
た
り
登
別
市
青
少
年
指
導
委
員
と

し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た山
城

　三
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ろ

み
つ
き

さ
ん

や
ま 多

年
に
わ
た
り
北
海
自
衛
太
鼓
部
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
北
海
自
衛
太
鼓
の
普
及
及
び
啓
発
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た

教
育
文
化
貢
献
表
彰

教
育
文
化
貢
献
表
彰

中
塚

　信
義

つ
か

の
ぶ
よ
し

さ
ん

な
か 多

年
に
わ
た
り
登
別
建
設
協
会
役
員
と
し
て

市
内
経
済
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

𠮷
野

　良
子

の

り
ょ
う
こ

さ
ん

よ
し 多

年
に
わ
た
り
福
祉
団
体
役
員
と
し
て
社
会

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

米
澤

　孝
雄

ざ
わ

た
か
お

さ
ん

よ
ね 太

田

　
　通

た

と
お
る

さ
ん

お
お

山
田
純
一
郎

だ
じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

さ
ん

や
ま 多

年
に
わ
た
り
少
林
寺
拳
法
登
別
連
盟
役
員

と
し
て
少
林
寺
拳
法
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
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義務化

従業員３０１人以上の企業
※３００人以下の企業は努力義務

採用者に占める女性比率、勤続年数の
男女差、労働時間の状況、管理職に占
める女性比率について、状況把握や課
題分析
状況把握・分析を踏まえた『事業主行
動計画』の策定や公表など
女性の活躍に関する情報の公表

　今後、公表される予定の『行動計画策定指針』で
は、右に掲げる項目を中心とする女性の活躍推進の
ための効果的な取り組みを盛り込む予定とされてい
るので、女性の活躍推進に向けた取り組みの実施に
当たり、ぜひご活用ください。

※『女性の職業生活における活躍の推進に関する法
　律』の詳細は、厚生労働省ホームページ（女性活
　躍推進法特集ページ）をご覧ください。

　行動計画の策定・届出を行った企業のうち、女性の活躍推進に関する取り組みの実施状況などが優
良な企業は、北海道労働局への申請により、厚生労働大臣の認定を受けることができます。
※認定を受けた企業は、厚生労働大臣が定める認定マークを、商品などに付することができます。
※認定基準、認定マークについては、今後、厚生労働省令などで定められ、公表されます。

※社内周知や公表の方法など、詳細については、今後策定・
　制定される『行動計画策定指針』や厚生労働省令で定めら
　れ、公表されます。

今後、厚生労働省のホームページで公開され
る支援ツールなどを使い、自社の女性の活躍
状況を把握し、課題分析を行ってください

計画期間、数値目標、取り組み内容、取り組
みの実施時期を盛り込んだ行動計画を策定し、
届出、社内周知、公表を行ってください

自社の女性の活躍に関する情報を公表してく
ださい

ステップ１

ステップ２

ステップ３

公表される予定の取り組み分野

▼女性の積極採用に関する取り組み

▼配置・育成・教育訓練に関する取り組み

▼継続就業に関する取り組み

▼長時間労働是正など、働き方の改革に向けた取り組み

▼女性の積極登用・評価に関する取り組み

▼雇用形態や職種の転換に関する取り組み

▼女性の再雇用や中途採用に関する取り組み

▼性別役割分担意識の見直しなど、職場風土改革に関す
　　る取り組み

　８月28日、女性の職業生活における活躍を迅速かつ重点的に推進し、豊かで活力ある社会を実現す
ることを目的とした『女性の職業生活における活躍の推進に関する法律』が成立しました。
　今号では、この法律により企業に義務化されたことや、女性が職業生活で活躍することで家庭や地
域に与える影響などについて紹介します。

検
索 女性活躍推進法特集ページ女性活躍推進法特集ページ

男女共同参画社会を目指して

地域力×女性力＝無限大の未来

法律の成立により、平成28年４月１日から、次のことが義務化されます法律の成立により、平成28年４月１日から、次のことが義務化されます

女性活躍推進に関する認定取得を目指しましょう女性活躍推進に関する認定取得を目指しましょう

男女共同参画社会を目指して男女共同参画社会を目指して

11 男女共同参画社会を目指して

問い合わせ　市民サービスグループ（☎85２１３９）

▼都市部で暮らすことを理想と考える理由▼都市部で暮らすことを理想と考える理由

女性が居住地に求めるものは？～地域とのつながり～女性が居住地に求めるものは？～地域とのつながり～

女性が職に就くと、出生率が上がる？～男女共同参画社会～女性が職に就くと、出生率が上がる？～男女共同参画社会～

　統計調査によると、地域と
のつながりが女性の居住意識
に影響する傾向があります。
都市部または地方に住むこと
を理想とする理由について男
女別に見ると、都市部・地方
のいずれにおいても、女性は
男性と比較して、「近くに親
族や知人が多い」を挙げる人
が多い結果が得られています。
　地域とのつながりを生かし
つつ、女性の就業意欲の高ま
りに対応できる就業の場の拡
大が地方で進めば、地方は女
性にとってより魅力ある場所
となると考えられます。

　女性の有業率や正規雇用率が低い都道
府県ほど、男性が法定労働時間（基本的
に週40時間）を超える勤務を行う傾向が
見られます。また、その地域の合計特殊
出生率が低くなる傾向も見られます。
　女性の社会参画が進めば、男性の長時
間労働が是正されることが考えられます。
男性の長時間労働が是正されれば、男性
が家事や育児へ参画する機会が増えます。
また、男性が地域活動に携わる機会の増
加や、合計特殊出生率の向上も期待でき、
地域活性化につながる可能性も考えられ
ます。
　このような地域を築いていくためには、
女性が社会への参画意欲を高めるととも
に、企業が積極的に女性を登用すること
が求められます。そして、男性自身も長
時間労働の是正に取り組み、家事や育児、
地域活動に参画する意欲を高めることに
より、家族や地域がつながる『男女共同
参画社会』を目指しましょう。

▼地方で暮らすことを理想と考える理由▼地方で暮らすことを理想と考える理由

※内閣府『平成27年度版男女共同参画白書概要』から抜粋。

①女性の生産年齢人口（15～64歳人口）に占める有業者の割合
②女性の15～64歳有業者に占める正規雇用者の割合
③男性の週間就業時間60時間以上である雇用者の割合
④一人の女性が15～49歳の間に生む子どもの平均数
※内閣府ホームページ『男女共同参画白書平成27年度版』での公
　表値から各順位を独自算定。

男　性

1位
2位

3位

1位

2位

3位

7位

交通機関や商業・娯楽施設の充実

仕事の機会の充実

豊かな文化や流行に触れられる

自然環境がよい

自分または配偶者の郷里である

近くに親族や知人が多い
（回答率5.6㌫）

近くに親族や知人が多い
（回答率11.4㌫）

交通機関や商業・娯楽施設の充実

豊かな文化や流行に触れられる

近くに親族や知人が多い
（回答率10.1㌫）

近くに親族や知人が多い
（回答率20.4㌫）

自然環境がよい

自分または配偶者の郷里である

自然環境がよい

～

女　性

▼女性の有業率が高い都道府県▼女性の有業率が高い都道府県

都道府県名 ①有業率
　（女性）

②正規雇用　
　率（女性）

③超過勤務　
　率（男性）

④合計特殊
出生率

④合計特殊
出生率

福井県
石川県
山形県
富山県
島根県

1 位
2 位
3 位
4 位
5 位

2 位
6 位
3 位
1 位
7 位

34 位
13 位
39 位
40 位
47 位

8 位
20 位
23 位
31 位
3 位

▼女性の有業率が低い都道府県▼女性の有業率が低い都道府県

都道府県名 ①有業率
　（女性）

②正規雇用
　率（女性）

③超過勤務
　率（男性）

奈良県
兵庫県
大阪府
北海道
沖縄県

47 位
46 位
45 位
44 位
43 位

37 位
33 位
39 位
46 位
44 位

4 位
12 位
7 位
2 位
43 位

43 位
34 位
42 位
45 位
1 位

男　性 女　性
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市
制
施
行
45
周
年

　〜
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
活
性
化
へ
〜

ま
ち
の
歩
み
を
振
り
返
る

　
昭
和
45
年
８
月
１
日
、
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
『
登
別
』
は
、

『
町
』
か
ら
『
市
』
に
変
わ
り
、
そ
し
て
平
成
27
年
８
月
１
日
、
登

別
市
は
市
制
施
行
か
ら
45
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
活
性
化
の
き
っ
か
け
に
す
る
と

と
も
に
、
周
年
事
業
へ
の
機
運
を
醸
成
す
る
た
め
、
市
制
施
行
40
周

年
と
50
周
年
の
中
間
地
点
で
あ
る
平
成
27
年
度
を
、
市
制
施
行
45
周

年
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
11
月
に
は
、
市
制
施
行
45
周
年
を
記
念
し
て
、
基
調
講
演
や
小
・

中
学
生
か
ら
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
作
文
の
授
賞
式
な
ど
を
行
う
『

夢
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
『
登
別
市
』
の
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の
歩
み
を
年
表
と

写
真
で
お
伝
え
し
ま
す
。

■
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）

・
８
月
１
日
市
制
施
行
①
〜
③

■
昭
和
47
年
（
１
９
７
２
年
）

・
登
別
温
泉
湯
ま
つ
り
開
催
④

・
市
立
図
書
館
オ
ー
プ
ン

■
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
年
）

・
人
口
が
５
万
人
を
超
え
る

・
総
合
体
育
館
オ
ー
プ
ン
⑤

■
昭
和
50
年
（
１
９
７
５
年
）

・
第
１
回
市
民
ま
つ
り
開
催
⑥

■
昭
和
56
年
（
１
９
８
１
年
）

・
郷
土
資
料
館
オ
ー
プ
ン
⑦

■
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
年
）

・
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
が
開
　

　
校

■
昭
和
58
年
（
１
９
８
３
年
）

・
市
民
会
館
オ
ー
プ
ン

・
宮
城
県
白
石
市
と
姉
妹
都
市
提
携

■
昭
和
60
年
（
１
９
８
５
年
）

・
登
別
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

■
昭
和
61
年
（
１
９
８
６
年
）

・
国
際
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市

　
宣
言

・
新
登
別
大
橋
開
通

・
登
別
室
蘭
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

■
平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）

・
は
ま
な
す
国
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
会
開
催
⑧

■
平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）

・
登
別
温
泉
地
獄
谷
遊
歩
道
完
成

・
登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク
二
ク
ス
オ
ー
プ

　
ン
⑨

■
平
成
４
年
（
１
９
９
２
年
）

・
登
別
伊
達
時
代
村
オ
ー
プ
ン

・
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
開
始

■
平
成
６
年
（
１
９
９
４
年
）

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
『
し
ん
た
21
』

　
オ
ー
プ
ン

・
川
上
公
園
野
球
場
オ
ー
プ
ン

・
ア
ー
ニ
ス
オ
ー
プ
ン

■
平
成
９
年
（
１
９
９
７
年
）

・
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
野
球
場
オ
ー

　
プ
ン

■
平
成
10
年
（
１
９
９
８
年
）

●⑦

●⑬
●⑭

●⑩
●⑪●⑫

●⑮
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・
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

　
ト
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

■
平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）

・
鷲
別
漁
港
開
港

・
カ
ル
ル
ス
温
泉
開
湯
100
周
年
記
念
式

　
典
挙
行
⑩

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ス
タ
ー
ト

■
平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）

・
札
内
高
原
館
オ
ー
プ
ン

・
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
完
成

■
平
成
13
年
（
２
０
０
１
年
）

・
キ
ウ
シ
ト
湿
原
が
環
境
省
か
ら
『
重

　
要
湿
地
』
に
指
定

■
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）

・
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
『
ふ
ぉ
れ
す

　
と
鉱
山
』
オ
ー
プ
ン

■
平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）

・
市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』
オ
ー
プ
ン

■
平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

・
登
別
温
泉
開
湯
150
年
記
念
事
業
開
催
⑪

・
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催

■
平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）

・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
『
の
ぼ
り
ん
』

　
オ
ー
プ
ン

■
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）

・
白
石
市
・
海
老
名
市
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

　
ル
交
流
開
始
⑫

■
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）

・
キ
ウ
シ
ト
湿
原
供
用
開
始
⑬

・
鷲
別
小
学
校
体
育
館
完
成
⑭

・
神
奈
川
県
海
老
名
市
と
姉
妹
都
市
提
携
⑮

・
８
月
１
日
市
制
施
行
45
周
年

『夢フォーラム』参加者募集中
登別市市制施行45周年記念事業登別市市制施行45周年記念事業

　市民と行政が協働のまちづくりの理念について共
通の理解を深めながら、将来に向けた夢を語り合い、
市制施行50周年という大きな節目にさらなる飛躍を
遂げるよう、主体的にまちづくりを推進する人材を
育成するため、フォーラムを開催します。
　フォーラムでは、基調講演やグループワークなど
のほか、小学５年生と中学２年生に募集していたポ
スターと作文の授賞式を開催します。
※11月16日㈪から27日㈮まで、全応募作品を市民会
　館１階と２階の廊下に掲示します。

▶日時　11月23日㈪９時30分～（受け付け９時～）
▶場所　市民会館２階中ホール
▶内容　基調講演、グループワーク、授賞式など
▶講師　札幌国際大学教授・飯田俊郎さん
▶参加料　無料
▶申し込み　11月16日㈪までに電話またはＥメール
（kikaku＠city.noboribetsu.lg.jp)で企画調整グ
　ループ（☎85１１２２）

まちの歩みを振り返る
市制施行45周年 ～まちづくりのさらなる活性化へ～

いい だ としろう



14　　財政公表　平成27年９月末の財政状況をお知らせします奇数マイナンバー制度

　平成27年度各会計予算は、平成27年第１回登別市議会定例会
で各会計の当初予算が議決され、その後、９月30日までに一般
会計は４回、国民健康保険特別会計、簡易水道事業特別会計、
介護保険特別会計がそれぞれ１回の補正を行っています。
　平成27年度予算の９月末日現在における収入と支出の概況、
市民の税負担の状況、市債の状況などをお知らせします。

財政公表
平成２7年９月末の
財政状況をお知らせします

問い合わせ　財政グループ
（☎85１３３１）

会計名

会計名

一 般 会 計

合 計

学校給食事業

簡易水道事業

残 高 区 分

土 地

建 物

債 権 な ど

基金など

現 金

土 地

面積・金額

一般会計
特別会計

国民健康保険

202億2,000万円

-654万円

5億3,670万円

207億5,015万円

99億7,689万円

48.1%

83億4,799万円

40.2%

209億1,643万円

204億6,565万円

4億5,078万円

234億8,126万円

1,171万円

1億2,555万円

236億1,852万円

685.0万平方㍍

27.6万平方㍍

35億3,323万円

11.0万平方㍍

6億3,562万円

74億4,360万円

5,166万円

0円

74億9,526万円

27億6,489万円

36.9%

29億9,838万円

40.0%

66億4,303万円

65億3,953万円

1億0,349万円

学校給食事業

3億6,060万円

0円

0円

3億6,060万円

8,708万円

24.1%

1億4,057万円

39.0%

3億4,747万円

3億4,745万円

2万円

簡易水道事業

3,370万円

130万円

0円

3,500万円

601万円

17.2%

788万円

22.5%

2,696万円

2,695万円

1万円

カルルス温泉
スキー場事業
1億1,650万円

0円

0円

1億1,650万円

0円

0.0%

888万円

7.6%

1億1,042万円

1億1,042万円

0円

後期高齢者
医療

7億1,180万円

0円

0円

7億1,180万円

2億3,965万円

33.7%

2億4,458万円

34.4%

6億9,801万円

6億9,700万円

100万円

323億3,520万円

6,315万円

5億3,670万円

329億3,504万円

144億5,142万円

43.9%

131億3,870万円

39.9%

320億2,733万円

314億1,902万円

6億0,828万円

介護保険 合　計

34億4,900万円

1,673万円

0円

34億6,573万円

13億7,690万円

39.7%

13億9,042万円

40.1%

32億8,501万円

32億3,202万円

5,298万円

当初予算額

補 正 額

前年度繰越額

収入済額

収 入 率

支出済額

執 行 率

歳 入

歳 出

差 引

予 算 現 額

歳

入

歳

出
平
成
26
年
度
決
算
額

（9月30日現在）

平成27年度各会計予算の執行状況

市債残高の状況

一時借入金の状況

市の財産の状況 市民1人当たりに換算すると

※項目ごとに表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない箇所があります。

９月30日現在において、借り入れはありません。

市民１人当たりが負担する市税

（平成27年9月30日現在）

特
別
会
計

10万1,477円
市民１人当たりに使われるお金

41万3,498円
市民１人当たりの借金の残高

46万7,922円

５万182人人口

※市税収入、一般会計予算現額、一
般会計市債残高を人口で割った金
額です。

転 送 不 要

マイナンバー(個人番号)のお知らせ
個人番号

　
11
月
末
頃
を
め
ど
に
、
原
則
、
皆

さ
ん
が
住
民
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る

住
所
宛
て
に
、
『
個
人
番
号
』
を
お

知
ら
せ
す
る
『
通
知
カ
ー
ド
』
や
、

『
宛
名
台
紙
』
、
『
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
』
、
『
説
明
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
』
、
『
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
申
請
書
の
返
信
用
封
筒
』
が
届

き
ま
す
。

 

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
希
望

す
る
方
は
、
同
封
さ
れ
て
い
る
『
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
』
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
自
宅
に
不
在
の
場
合
は
、

不
在
配
達
通
知
書
（
ピ
ン
ク
色
）
が

届
き
ま
す
。
郵
便
局
で
、
１
週
間
保

管
さ
れ
ま
す
の
で
、
再
配
達
依
頼
ま

た
は
郵
便
局
で
直
接
受
け
取
り
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
受
け
取
り
の
際
は

『
不
在
配
達
通
知
書
』
、
『
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
）
』
、
『
印
鑑
』
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
郵
便
局
で
の
保
管
期
間
が
過
ぎ
た

場
合
や
郵
送
で
き
な
か
っ
た
『
通

知
カ
ー
ド
』
は
、
登
別
市
に
返
戻

さ
れ
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
『
通
知
カ
ー
ド
』
が
届
い
た
後
、

引
越
し
な
ど
を
し
た
場
合
、
記
載
さ

れ
て
い
る
住
所
も
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
必
ず
、
住
所
変
更
す
る

方
全
員
の
『
通
知
カ
ー
ド
』
を
市
役

所
窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』
を
申
請
す

る
場
合
は
、 

①
郵
便
に
よ
る
申
請
方

法
、
②
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
方

法
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法
①

　

郵
便
に
よ
る
申
請

１
．
『
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
』
に
、
点
字
表
記
や
電
子
証
明

書
の
搭
載
希
望
の
有
無
な
ど
の
必

要
事
項
を
記
入
す
る
ほ
か
、
署
名

ま
た
は
記
名
・
押
印
し
、
顔
写
真

を
貼
り
付
け
ま
す
。

2
．
交
付
申
請
書
の
内
容
に
間
違
い

が
な
い
か
を
確
認
し
、
返
信
用
封

筒
に
入
れ
て
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函

し
ま
す
。

申
請
方
法
②

オ
ン
ラ
イ
ン
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま

た
は
パ
ソ
コ
ン
）
に
よ
る
申
請

１
．
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
顔
写
真
を
撮
影
し
ま
す
。

2
．
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請
の
場

合
、
『
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申

請
書
』
内
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
申
請
用
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
で
申
請
の
場
合
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://w
w
w
.kojinban

go-card.go.jp/kofushinse
/pc.htm

l

）
を
開
き
、『
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
』
を

ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

3
．
申
請
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
画
面

に
し
た
が
っ
て
、
点
字
表
記
や
電

子
証
明
書
の
搭
載
希
望
の
有
無
な

ど
の
必
要
事
項
を
入
力
し
、
顔
写

真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
送
信
し
ま

す
。

※
申
請
方
法
①
・
②
と
も
に
、
写
真

は
直
近
6
カ
月
以
内
に
、
無
帽
・

正
面
・
無
背
景
で
撮
影
し
た
も
の

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
１
月
以
降
、
『
個
人
番

号
カ
ー
ド
』
の
交
付
準
備
が
で
き
た

旨
の
『
交
付
通
知
書
』
を
市
か
ら
ご

自
宅
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド

に
つ
い
て
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

（
☎
85
１
８
５
５
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
全
般
に
つ
い

て
　
企
画
調
整
Ｇ（

☎
85
５
１
０
９
）

〈通知カード同封の封筒〉

●
住
所
変
更
の
手
続
き
に
つ
い

　て
●
住
所
変
更
の
手
続
き
に
つ
い

　て
●
住
所
変
更
の
手
続
き
に
つ
い

　て

● 

『
通
知
カ
ー
ド
』 

が

　届
い
た
ら

● 

『
通
知
カ
ー
ド
』 

が

　届
い
た
ら

● 

『
通
知
カ
ー
ド
』 

が

　届
い
た
ら

マイナンバー

▲

キャラクター
マイナちゃん

● 

『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』 

の
交

　付
申
請
は
ど
の
よ
う
に
す
る

　の
？

● 

『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』 

の
交

　付
申
請
は
ど
の
よ
う
に
す
る

　の
？

● 

『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』 

の
交

　付
申
請
は
ど
の
よ
う
に
す
る

　の
？

● 
『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』 

は
、

　い
つ
も
ら
え
る
の
？

● 
『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』 

は
、

　い
つ
も
ら
え
る
の
？

● 
『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』 

は
、

　い
つ
も
ら
え
る
の
？

・宛名台紙…お届け先の住所・氏名を記載

・通知カードと個人番号カード交付申請書…12桁のマイナン

バーが記載された『通知カード』と個人番号カード交付を

希望する方が使用する『個人番号カード交付申請書』

・個人番号カード交付申請書の返信封筒…個人番号カードを

申請する場合に使用する返信封筒

・説明用パンフレット…マイナンバーのお知らせと個人番号

カード交付申請の案内に関するパンフレット

説明用パンフレット 個人番号カード交付
申請書の返信封筒

通知カードと
個人番号カード交付申請書 宛名台紙

奇数マイナンバー制度15 マイナンバー制度　『通知カード』が届いたら

マイナンバー制度
～『通知カード』が届いたら～

　先月号では、『個人番号
カード』の申請と交付、それ
に伴う注意点についてお知ら
せしました。
　今号では、さらに詳しく
『 通 知 カ ー
ド』が届いた
際の手続きの
方法などをお
知らせします。
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文
化
や
教
育
・
福
祉
の
充
実
を
重
点
施
策
と

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
市
の
強
い
要
請
を

受
け
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
が
開
校

し
た
の
は
昭
和
57
年
４
月
。
以
来
、
夢
を
持
ち
、

そ
の
道
の
プ
ロ
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
専

門
知
識
と
技
術
を
修
め
た
多
く
の
若
者
た
ち
を

札
内
の
大
地
か
ら
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

の
学
科
や
進
学
、
就
職
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
▼
問
い
合
わ
せ

　
　
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

（
☎
88
０
８
８
８
）

　
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
に
は
、

５
つ
の
仕
事
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
10
学
科

６
コ
ー
ス
６
専
攻
が
あ
り
、
各
分
野
の
専

門
家
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
に
な
る
た
め
の
学
習
サ
ポ
ー
ト

に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
生
生
活
か
ら
社
会
に

羽
ば
た
く
ま
で
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　
入
学
直
後
に
行
う
『
就
職
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
』
や
『
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
、

『
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
』
、
『
就
職
模
擬

試
験
・
模
擬
面
接
』
な
ど
、
年
間
を
通
し

て
多
彩
な
就
職
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
。

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
ク
ラ
ス

担
任
、
講
師
陣
が
一
丸
と
な
り
、
学
生
の

夢
の
実
現
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
『
で
き
る
こ
と
』
『
得
意
な
こ
と
』
が

一
人
一
人
身
に
付
く
よ
う
、
業
界
の
第
一

線
で
活
躍
す
る
現
役
の
プ
ロ
を
は
じ
め
、

業
界
経
験
豊
富
な
講
師
陣
が
丁
寧
に
指
導

し
ま
す
。
豊
富
な
実
習
量
と
日
本
工
学
院

北
海
道
専
門
学
校
独
自
の
実
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成
し
ま

す
。

　
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
は
、
多

く
の
国
家
資
格
の
認
定
校
で
す
。
卒
業
と

同
時
ま
た
は
実
務
経
験
を
積
む
こ
と
で
資

格
が
取
得
で
き
た
り
、
試
験
の
一
部
が
免

除
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
価
値
の
高
い
国

家
資
格
を
有
利
に
取
得
で
き
ま
す
。
万
全

の
支
援
体
制
に
よ
り
、
毎
年
多
く
の
合
格

者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
教
職
員
が
学
生
の
毎
日
の
変
化
に
気
付

き
、
理
解
度
に
合
わ
せ
て
細
や
か
な
指
導

の
で
き
る
『
担
任
制
』
と
、
専
門
力
を
高

め
人
間
力
を
育
む
『
段
階
型
教
育
』
で
学

生
の
個
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
ま
す
。

学
生
を
よ
く
理
解
し
た
教
職
員
が
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
や
企
業
に
求
め
ら
れ
る
ハ
イ

レ
ベ
ル
の
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

未来を描く、日本を描く　日本工学院北海道専門学校紹介

未
来
を
描
く
、
日
本
を
描
く

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
紹
介

時
代
が
望
む

エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
養
成

一
人
一
人
の
就
職
力
を
高
め
る

独
自
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

就
職
に
つ
な
が
る

実
習
中
心
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

資
格
取
得
に
有
利
な

国
家
資
格
認
定
校

一
人
一
人
に
目
を
配
り

や
る
気
を
伸
ば
す
教
職
員

17 未来を描く、日本を描く　日本工学院北海道専門学校紹介

　　ゲームクリエイター科

　　CGデザイナー科

　　イラスト専攻

　　マンガ専攻

　　３Dアニメーション専攻

　　ゲームグラフィックス専攻

　　Ｗｅｂデザイン専攻

　　グラフィックデザイン専攻

　　ＩＴコース

　　ビジネスコース

　　電気工学コース

　　公務員事務コース
　　警察官・消防士コース
　　土木技官コース

　　公務員事務コース
　　警察官・消防士コース
　　土木技官コース

　　情報処理科

　　自動車整備科

　　テクノロジー科

　　建築学科

　　医療秘書科

　　柔道整復科

　　公務員１年制学科

　　公務員２年制学科

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
系

テ
ク
ノ
ロ
ジ
I
系

公
務
員
系

医
療
系

I
T
系

学びのテーマ 将来の仕事

・
I
T
・
ゲ
ー
ム
・
C
G
系

　
北
海
道
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
・
サ
ー
ビ
ス

　
ネ
ッ
ト
、
都
築
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
旭
情

　
報
サ
ー
ビ
ス
、
ア
レ
ク
ト
、
ジ
ー
ス
タ

　
イ
ル
な
ど

・
電
気
・
建
築
系

　
北
海
道
電
力
、
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

　
ズ
、
ネ
ク
ス
コ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　
北
海
道
、
北
海
道
電
気
保
安
協
会
、
大

　
同
電
設
、
岩
田
地
崎
建
設
、
泰
進
建
設
、

　
内
池
建
設
な
ど

・
自
動
車
整
備
系

　
札
幌
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー

　
ラ
苫
小
牧
、
札
幌
日
産
自
動
車
、
北
海

　
道
旅
客
鉄
道
、
北
海
道
マ
ツ
ダ
販
売
、

　
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
南
北
海
道
、
北
海
道
三

　
菱
自
動
車
販
売
な
ど

・
公
務
員
・
医
療
秘
書
系

　
北
海
道
警
察
、
日
本
郵
便
、
北
海
道
銀

　
行
、
ア
ポ
ス
な
ど

・
柔
道
整
復
系

　
ク
ラ
シ
オ
ン
、
G
E
N
K
I
D
O
、
H

　
S
　
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
や
ま
う
ち

　
整
骨
院
、
札
幌
あ
ゆ
み
整
骨
院
、
T
A

　
K
E
D
A
　
G
R
O
U
P
接
骨
院
な
ど

平
成
27
年
３
月
卒
業
生
の

主
な
就
職
先
・
進
学
先

学科・コースの紹介
作品のおもしろさを追求し、ゲーム制作のノウ
ハウを習得します

ゲームクリエイター、ゲームディ
レクター、ゲームプログラマ、ゲ
ームデザイナーなど

感性を磨きながら、２Dを中心としたイラスト
全般の制作スキルを習得します

描画力や紙面編集など漫画に必要な知識・技術
を学びます

プログラミング、システム設計を習得し、技術
と資格が備わったＩＴエンジニアを育成します

資格取得を目標に、パソコンに強いビジネスス
ペシャリストを目指します

プログラマ、システムエンジニア、
ネットワークエンジニア、Ｗｅｂ
プログラマなど

二級自動車整備士の国家資格取得を目指し、整
備からカスタムカーづくりまでマスターします

国産車・輸入車ディーラーのメカ
ニック、レーシングメカニック、
バイクメカニックなど

ビジネススキルとＩＴスキルを持った、心豊か
な医療事務のエキスパートを養成します

医療事務、医療秘書、電子カルテ
インストラクタ、病院管理、病棟
クラークなど

医療現場だけでなく、スポーツ分野でも活躍で
きる柔道整復師を養成します

柔道整復師として独立開業、接骨
院・病院勤務、スポーツ施設、福
祉関連施設など

道内唯一の電気主任技術者資格認定校で、電力
関連に携わる電気技術者を育成します

エネルギー開発・設計技術者、プ
ラント設計技術者、電気・電力設
備の設計技師など

手厚い面接指導、タブレットＰＣを用いた予復
習、直前までの試験対策など短期間集中で採用
試験合格を支援します

国家公務員一般職（高卒程度）、
土木職公務員、都道府県職員（初
級）、警察官、消防士など

インテリアデザインや設計・施工技術などの建
築スキルを徹底的に学習します

公務員試験の合格に強い日本工学院のノウハウ
を活かした指導法で、公務員への夢を叶えます

建築士、建築設計技術者、建築職
公務員、建築施工技術者など

一般企業の経理・事務・営業、シ
ステム管理者、公務員、プログラ
マなど

アニメーション制作の高度なテクニックを習得
します

ゲームに向けた３DCG制作について学び、マル
チに活躍できるCGクリエイターを養成します

デザイン力を身につけ、さまざまなニーズに合
わせたＷｅｂサイトの制作について学びます
ポスターやパンフレットなどのパブリッシング
デザインの制作について学びます

アニメーター、原画クリエイター、
作画監督、キャラクターデザイナ
ー、ＣＧデザイナー、３ＤＣＧデ
ザイナー、ＣＧコンテンツプラン
ナー、３ＤＣＧアニメーター、Ｗ
ｅｂデザイナー、Ｗｅｂプログラ
マ、グラフィックデザイナー、漫
画家など

タ
ケ
ダ

グ
ル
ー
プ

ゲ
ン
キ
ド
ウ

ウェブ
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▲参加者を引きこむ体験談を織り交ぜながら、メキシコの多彩
　な魅力を紹介

絆深まる芸能発表会絆深まる芸能発表会

9
28

10
3

第
1
回
国
際
理
解
講
座

　
９
月
28
日
㈪
、
市
民
会
館
で
、
平
成
22
年
か
ら
３
年

間
メ
キ
シ
コ
の
日
本
人
学
校
へ
の
派
遣
経
験
を
持
つ
、

西
陵
中
学
校
の
吉
井
真
裕
先
生
を
講
師
に
、
『
第
１
回

国
際
理
解
講
座
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
吉
井
先
生
は
、
メ
キ
シ
コ
の
気
候
や
歴
史
、
文
化
の

違
い
な
ど
を
、
映
像
や
自
身
の
体
験
談
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
紹
介
。
「
メ
キ
シ
コ
人
は
家
族
や
友
人
と
の
絆
、

笑
顔
を
大
切
に
す
る
魅
力
的
な
人
た
ち
で
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
、
メ
キ
シ
コ
に
遊
び
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
初
め
て
知
る
メ
キ
シ
コ
の
文
化
に
驚
き

な
が
ら
も
、
ま
だ
見
ぬ
地
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
３
日
㈯
、
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
、
『
三
市
合
同
芸
能
発

表
会
』
（
登
別
市
文
化
協
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
発
表
会
は
、
姉
妹
都
市
で
あ

る
宮
城
県
白
石
市
・
神
奈
川
県
海

老
名
市
と
、
文
化
面
で
の
交
流
を

通
じ
て
三
市
の
絆
を
よ
り
一
層
深

め
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
舞
台
は
、
白
石
市
文
化
協
会
の

民
謡
発
表
で
幕
開
け
。
海
老
名
市

文
化
団
体
連
合
会
、
登
別
市
文
化

協
会
も
、
舞
踊
や
詩
吟
な
ど
華
や

か
な
舞
台
を
披
露
し
、
来
場
者
か

ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
登
別
市
文
化
協
会
会
長
の
熊
野

正
宏
さ
ん
は
、
「
こ
と
し
は
、
登

別
市
文
化
協
会
創
立
50
周
年
で
あ

る
と
同
時
に
、
市
制
施
行
45
周
年
、

さ
ら
に
海
老
名
市
と
姉
妹
都
市
と

な
っ
た
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
こ

の
よ
う
な
年
に
『
三
市
合
同
芸
能

発
表
会
』
が
実
現
し
た
こ
と
は
大

変
意
義
深
く
、
こ
の
上
な
い
喜
び

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
３
日
㈯
か
ら
５
日

㈪
ま
で
、
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で

三
市
の
各
団
体
の
川
柳
や
短
歌
な

ど
の
力
作
を
展
示
し
た
『
三
市
合

同
作
品
展
示
会
』
も
行
わ
れ
、
会

場
を
訪
れ
た
方
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

三市合同芸能発表会三市合同芸能発表会

▲『三市合同芸能発表会』を楽しみにしていた来場者

▲華やかな和装で登別市が詩吟発表 ▲力作が揃った『三市合同作品展示会』

▲海老名市の舞踊に来場者も引き込まれる

メ
キ
シ
コ
の
多
彩
な

魅
力
を
紹
介

メ
キ
シ
コ
の
多
彩
な

魅
力
を
紹
介

18東　奔　西　走

え
ん   

ま 給
食
を

も
っ
と
身
近
に

給
食
を

も
っ
と
身
近
に

登
別
市
を
よ
り
良
く
し
よ
う

登
別
市
を
よ
り
良
く
し
よ
う

　
10
月
６
日
㈫
か
ら
11
月
19
日
㈭
ま
で
、
市
内
10
会
場

で
各
地
区
と
の
『
平
成
27
年
度
地
区
懇
談
会
』
（
市
主

催
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
同
懇
談
会
は
、
市
民
の
声
を
広
く
聴
き
、
市
の
施
策

形
成
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
政
に
関
す
る
情
報

を
積
極
的
に
提
供
し
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ

と
で
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
富
岸
・
新
生
・
青
葉
・
幌
別
鉄
南
・
鷲
別
の
各
地
区

は
、
11
月
に
実
施
し
ま
す
。
日
時
・
場
所
な
ど
は
市
役

所
や
各
支
所
、
各
施
設
に
掲
示
の
ポ
ス
タ
ー
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲給食を試食する参加者

▲美園・若草地区の地区懇談会の様子

10/6～
11/19

10
8

第
6
回
の
ぼ
り
べ
つ
し
学
校
給
食
展

平
成
27
年
度
地
区
懇
談
会

　
10
月
8
日
㈭
、
市
民
会
館
で
『
第
6
回
の
ぼ
り
べ
つ

し
学
校
給
食
展
』
（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
給
食
展
は
、
学
校
給
食
へ
の
理
解
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
平
成
22
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
お
り
、
こ
と
し

は
、
給
食
で
使
わ
れ
て
い
る
調
味
料
の
紹
介
や
、
同
日

に
市
内
の
小
・
中
学
校
で
出
さ
れ
た
献
立
と
同
じ
給
食

の
試
食
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
手
洗
い
指
導
や
栄
養
教
諭

に
よ
る
食
育
相
談
な
ど
に
多
く
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
給
食
の
試
食
で
は
、
登
別
の
ご
当
地
グ
ル
メ
『
登
別

閻
魔
や
き
そ
ば
』
な
ど
4
品
が
出
さ
れ
、
参
加
者
は
お

い
し
そ
う
に
給
食
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲岡志別の森運動公園では『ふれあいサッカーコー
　ナー』などのサイドイベントも充実

10
4

▲市民プールで行われた『個人タイム計測』では、
　好タイムが出ていた

運動で心も体も健康に運動で心も体も健康に
市制施行45周年記念事業　市民スポーツ・健康フェスティバル

　
10
月
4
日
㈰
、
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
と
市
民
プ
ー
ル
で
、

『
市
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
市
教
育
委
員

会
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
、
北
海
道
曹
達
株
式
会
社
主

催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
市
民
の
健
康
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
晴
れ
の
中
、
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
で
は
、
『
市
民
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
』
、
『
駅
伝
競
走
大
会
』
、
『
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
』
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
家
族
や
友
人
の

声
援
を
受
け
な
が
ら
爽
や
か
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
民
プ
ー
ル
で
は
、
『
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
』
、
『
障
害
物

競
走
』
、
『
水
中
玉
入
れ
競
争
』
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

思
い
思
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
も
、
骨
盤
の
ゆ
が
み
を
正
す
た
め
に
骨
盤

を
下
か
ら
支
え
る
筋
肉
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
新
コ
ー
ナ
ー
の

『
ひ
め
ト
レ
』
や
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
の
学
生
に

よ
る
骨
密
度
測
定
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
体
験
す
る
『
健
康
測

定
会
』
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
各
参
加
者
が
普
段
よ
り
少
し
だ
け

健
康
に
な
れ
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

19 東　奔　西　走
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冬
は
、
大
陸
に
高
気
圧
、
北
海
道
の
東

に
低
気
圧
が
あ
る
『
西
高
東
低
の
冬
型
の

気
圧
配
置
』
と
な
り
、
ふ
ぶ
く
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
気
圧
配
置
の

と
き
に
は
、
北
海
道
に
か
か
っ
て
い
る
等

圧
線
の
間
隔
が
狭
い
ほ
ど
風
は
強
く
吹
き

ま
す
。

　
雪
を
伴
う
強
い
風
が
吹
く
こ
と
を
『
暴

風
雪
』
と
言
い
、
気
象
台
で
は
、
『
暴
風

雪
』
に
よ
っ
て
重
大
な
災
害
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
と
予
想
し
た
と
き
、
『
暴
風

雪
警
報
』
を
発
表
し
ま
す
。

　
『
暴
風
雪
警
報
』
の
発
表
中
は
、
晴
れ

て
い
て
も
一
瞬
で
猛
吹
雪
に
な
る
な
ど
、

天
気
の
変
化
が
激
し
い
場
合
が
あ
る
の
で
、

屋
外
で
の
行
動
は
危
険
を
伴
い
ま
す
。

　
特
に
車
の
運
転
は
雪
や
吹
雪
で
事
故
の

可
能
性
が
高
ま
る
ほ
か
、
交
通
渋
滞
で
車

が
動
け
な
く
な
る
と
、
周
辺
に
雪
が
た
ま

り
、
排
気
ガ
ス
に
よ
り
一
酸
化
炭
素
中
毒

を
起
こ
す
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
運
転
す
る
と
き
は
、
道
路

の
通
行
止
め
や
規
制
の
確
認
と
と
も
に
、

閉
じ
込
め
ら
れ
て
も
対
応
で
き
る
装
備
も

必
要
で
す
。

　
家
で
は
停
電
に
備
え
、
ラ
ジ
オ
・
懐
中

電
灯
・
乾
電
池
な
ど
を
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
最
新

の
情
報
を
確
認
し
、
外
出
を
中
止
す
る
な

ど
的
確
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
『
和
裁
サ
ー
ク
ル
』
は
、
和
裁
技

術
の
向
上
や
趣
味
を
通
し
て
会
員
同

士
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
56
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
会
員
は
60
代
か
ら
80
代
ま

で
の
女
性
６
人
。
毎
週
火
曜
日
の
10

時
か
ら
15
時
ま
で
、
婦
人
セ
ン
タ
ー

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
や
バ
ッ
グ
、
お
孫

さ
ん
用
の
パ
ジ
ャ
マ
を
作
る
方
も
い

る
ほ
か
、
時
に
は
編
み
物
も
す
る
な

ど
、
幅
広
い
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
「
着
物
を
着
る
機
会
が
少
な
く
な

っ
た
現
在
は
、
着
物
を
リ
メ
ー
ク
し

て
洋
服
を
作
る
な
ど
、
和
裁
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
自
由
に
作
品
を
作
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
の
は
、
代
表
の
香
川

そ
め
子
さ
ん
。

　
「
メ
ン
バ
ー
は
、
互
い
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
な
が
ら
、
『
こ
う
し
て
み

た
ら
ど
う
か
な
』
と
、
工
夫
し
て
作

品
を
作
っ
て
い
ま
す
ね
。
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
作
品
展
な

ど
に
行
っ
て
刺
激
を
受
け
、
そ
こ
で

得
た
ア
イ
デ
ア
を
試
し
て
み
た
り
も

し
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
と
き
を
想

像
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
手
を
動
か
し

て
い
ま
す
ね
」
と
、
香
川
さ
ん
は
活

動
の
様
子
を
話
し
ま
す
。

　
同
サ
ー
ク
ル
に
入
会
し
て
約
15
年

の
大
宮
キ
ヨ
子
さ
ん
は
、
「
皆
で
集

ま
っ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の

中
で
お
話
を
し
な
が
ら
裁
縫
を
す
る

こ
と
が
と
て
も
心
地
よ
く
、
毎
週
火

曜
日
の
活
動
が
い
つ
も
楽
し
み
で
す

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
の
同
サ
ー

ク
ル
。
活
動
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
香
川
さ
ん
（
☎
83
１
６
６
８
）

ま
で
。

●
暴
風
雪
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら

●
西
高
東
低
の
気
圧
配
置

●
暴
風
雪
警
報
に
つ
い
て

〈西高東低の冬型の気圧配置〉

」

知って備える防災メモ・仲間たち

▼
問
い
合
わ
せ

　
室
蘭
地
方
気
象
台

（
☎
㉒
４
２
４
９
）

暴
風
雪
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
知
っ
て
お
こ
う

暴
風
雪
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
知
っ
て
お
こ
う

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
34
回

人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group
和裁サークル和裁サークル

出来上がりを想像して、
楽しみながら作品を作っ
ています

お
お
み
や

こ

か

が
わ

こ

▲互いにアドバイスをし合い、作品作りに励
　むメンバー

　５月から７月にかけて募集が行われた
北海道陶芸協会主催の『第44回公募展・
北海道陶芸展』は、出品者の個性豊かな
作陶技術の習熟と向上・相互の切磋琢磨
を目指し、陶芸文化の活性化と進展に寄
与しようとするもので、道内外からの応
募を対象とした北海道唯一の公募による
陶芸展です。
　同陶芸展に出品した『ひまわり畑とし
ゃぼん玉』と題したオブジェの作品で99
点の応募作品の中から見事、新人賞を受
賞した登別市在住の成澤英世さん。７月
25日㈯には、札幌市で行われた表彰式に
出席しました。
　今回は、作品に込めた思いや陶芸の魅
力、受賞の喜びなどを成澤さんに伺いま
した。

　　昭和56年、登別市生まれ。33歳。 　　
室蘭東高校（現、室蘭東翔高校）を卒業後、室蘭市内の銀行
に勤務。平成20年に退職後、エステやネイルの勉強を始め、
現在は、お店を経営するかたわら陶芸に意欲を注ぐ。

思い出を作品で表現
することがとても楽
しい。

思い出を作品で表現
することがとても楽
しい。

成澤英世
なり さわ ふさ よ

さん（幌別町）

21 きらり

　
「
受
賞
の
連
絡
を
い
た
だ
い
た
と
き

は
驚
い
た
と
同
時
に
、
家
族
や
周
囲
の

方
が
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
で
く

れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

と
受
賞
の
喜
び
を
話
す
成
澤
英
世
さ
ん
。

　
幼
い
頃
か
ら
、
裁
縫
や
編
み
物
、
染

め
物
な
ど
、
自
分
の
手
で
何
か
を
作
っ

て
生
み
出
す
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
と
言

い
ま
す
。

　
「
陶
芸
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
５

年
前
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

て
い
る
陶
芸
教
室
に
母
が
通
っ
て
い
た

こ
と
で
す
。
母
が
作
っ
た
作
品
を
見
て

興
味
が
湧
き
、
一
緒
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方
の
作

品
を
見
て
刺
激
し
合
え
た
の
で
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
「
大
き
な
作
品
を
作
っ

て
み
た
い
」
と
思
い
始
め
、
昨
年
か
ら

本
格
的
に
、
市
内
の
陶
芸
工
房
に
通
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
で
体
験
し
た
こ
と
や
行
っ
た
場

所
、
そ
こ
で
の
思
い
出
を
作
品
で
表
現

し
て
い
る
と
い
う
成
澤
さ
ん
。

　
「
今
回
新
人
賞
を
頂
い
た
作
品
は
、

娘
と
洞
爺
湖
畔
の
ひ
ま
わ
り
畑
を
見
に

行
き
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
で
遊
ん
だ
光
景
を

オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
表
現
し
た
も
の
で
す
。

５
カ
月
か
け
て
形
に
し
ま
し
た
」
と
話

し
ま
す
。

　
高
さ
45
㌢
㍍
、
使
用
し
た
粘
土
20
㌔

㌘
の
大
作
は
、
『
す
か
し
』
や
『
彫
り
』

『
立
体
』
な
ど
の
細
か
い
細
工
で
、
大

小
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
多
彩
な
表
情
を
見
せ

る
よ
う
工
夫
を
施
し
ま
し
た
。

　
「
陶
芸
は
、
高
温
で
焼
い
た
と
き
に

割
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
ほ
か
、
化

学
反
応
で
色
が
付
く
の
で
、
焼
き
あ
が

る
ま
で
ど
の
よ
う
な
色
に
な
る
か
わ
か

ら
な
い
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
反

面
、
無
事
に
焼
き
あ
が
っ
た
と
き
に
は

達
成
感
を
感
じ
ま
す
し
、
出
来
上
が
り

を
待
つ
わ
く
わ
く
感
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
ね
」
と
陶
芸
の
魅
力
を
話
し

ま
す
。

　
今
後
も
自
分
ら
し
い
作
品
を
作
り
、

陶
芸
に
馴
染
み
の
な
い
方
に
も
興
味
を

も
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
、
と
話

す
成
澤
さ
ん
。
き
ょ
う
も
、
作
品
制
作

へ
の
意
欲
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

陶
芸
作
品
に
思
い
を
込
め
て

陶
芸
作
品
に
思
い
を
込
め
て

陶
芸
作
品
に
思
い
を
込
め
て

自
分
ら
し
い
作
品
を

作
っ
て
い
き
た
い

自
分
ら
し
い
作
品
を

作
っ
て
い
き
た
い

自
分
ら
し
い
作
品
を

作
っ
て
い
き
た
い

▲表彰式で授与された盾と受賞
　作品とともに



と
し
ら
く

い
ま
住 く

ら
し
の
ガ
イ
ド

単
身
高
齢
者
世
帯
の
防
火
訪
問
を

行
い
ま
す

期
間
　
11
月
〜
12
月
末

内
容
　
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
の

　
使
用
状
況
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
の
設
置
状
況
、
電
気
・
た
ば
こ
な

　
ど
の
火
気
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
点
検
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
掛
け

　
ま
す
。
訪
問
の
際
は
ご
協
力
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
警
備
Ｇ
　

（
☎
　
２
５
５
１
）

合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
一
般
求
職
者
と
企
業
と
の
出
会
い

の
場
を
設
け
る
た
め
、
合
同
企
業
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
５
日
㈭
11
時
〜
15
時

場
所
　
ホ
テ
ル
平
安

対
象
　
求
職
中
の
方

問
い
合
わ
せ
　
株
式
会
社
日
本
マ
ン

　
パ
ワ
ー
（
☎
０
１
２
０
ー
189
ー

幌
別
ダ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
点
検
の
た
め
、
幌
別
ダ
ム
に
設
置

さ
れ
て
い
る
サ
イ
レ
ン
と
ダ
ム
下
流

の
幌
別
川
沿
い
に
設
置
さ
れ
て
い
る

ス
ピ
ー
カ
ー
の
放
送
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
４
日
㈬
〜
６
日
㈮

問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
企
業
局
室
蘭

　
地
区
工
業
用
水
道
管
理
事
務
所

（
☎
　
２
８
２
１
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
市
・
道
民
税
（
普
通
徴
収
第
３

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第
６

期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第

５
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
普
通
徴
収
第
５
期
）
の
納
期
限
は

11
月
30
日
㈪
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
　
１
１

　
５
５
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

　
　
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ

　
（
☎
　
５
７
２
０
）
、
年
金
・
長

　
寿
医
療
Ｇ
（
☎
　
２
１
３
７
）

鷲
別
児
童
館
移
転
改
築
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
市
は
、
鷲
別
児
童
館
を
平
成
30
年

に
鷲
別
中
学
校
裏
に
移
転
改
築
し
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
多
目
的
な
施

設
と
し
て
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
施
設
の
基
本
的
な
運
営
コ
ン

セ
プ
ト
、
施
設
の
概
要
（
設
計
）
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
伺
う
た
め
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
13
日
㈮
18
時
〜

場
所
　
鷲
別
公
民
館
２
階

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
Ｇ

（
☎
　
５
６
３
４
）

年
末
調
整
説
明
会

日
時
　
11
月
30
日
㈪
13
時
30
分
〜

　
（
受
け
付
け
13
時
〜
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

対
象
　
給
与
を
支
給
し
て
い
る
事
業

　
所

内
容
　
年
末
調
整
の
仕
方
、
今
年
度

　
の
改
正
点
、
法
定
調
書
の
記
載
方

　
法
、
ｅ
　
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
つ
い

　　
て
、
留
意
事
項
の
説
明
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署

（
☎
　
４
１
５
１
）

男
女
共
同
参
画
推
進
社
会
づ
く
り

推
進
会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
①
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
作

　品
表
彰
式

日
時
　
11
月
15
日
㈰
11
時
20
分
〜
　

　
（
受
け
付
け
11
時
〜
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

内
容
　
６
月
に
開
催
し
た
男
女
共
同

　
参
画
週
間
作
品
展
で
受
賞
し
た
標

　
語
や
習
字
、
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰

②
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

　2
0
1
5

日
時
　
11
月
15
日
㈰
13
時
30
分
〜
14

　
時
40
分
（
受
け
付
け
13
時
〜
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

内
容
　
講
演
『
介
護
か
ら
見
え
る
ジ

　
ェ
ン
ダ
ー
』
。
高
齢
介
護
・
認
知

　
症
介
護
の
実
態
と
現
場
を
通
し
て

　
見
え
る
性
差
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
①
・
②
と
も
に
市
民

　
サ
ー
ビ
ス
Ｇ
（
☎
　
２
１
３
９
）

税
に
関
す
る
作
品
展

日
時
　
11
月
11
日
㈬
〜
17
日
㈫
９
時

　
〜
17
時
30
分

場
所
　
市
役
所
１
階

内
容
　
小
学
６
年
生
の
『
税
に
関
す

　
る
標
語
』
な
ど
を
展
示

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署

（
☎
　
４
１
５
１
）

22

22

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

977
）

期
）、

月の粗大ごみ収集12

※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。

※粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚
　160円）』を貼って出してください。（１回に
　つき５品まで）

鷲別町
１～３丁目

申込期間

その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎ 　2 9 5 8 ）

収集の申し込み
 ㈲登和清掃（☎    0 2 0 0）

地　区 収集期間

11月30日㈪～
12月11日㈮

12月14日㈪～
12月19日㈯

11月24日㈫～
12月４日㈮

12月７日㈪～
12月12日㈯

新生町
１・２丁目

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド

ドイガのしらく 　市や国、道からのお知らせ 22

〈現在登録されている樹木〉

オンコ

イチョウ

サツキ

名　称

ツツジ

高さ

約1.0㍍

約1.8㍍

約3.0㍍

約1.0㍍

約1.5㍍

約0.5㍍

約1.5㍍

約1.0㍍

約0.5㍍

葉張

1

5

1

1

2

本数

簡単・便利なダイレクト納付
・ダイレクト納付とは
　e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用
　して事前に届け出をした預貯金口座から税金を
　納付するシステムです
・メリット
　①税務署や金融機関の窓口に出向くことなく、
　　自宅や会社などから納付が可能
　②インターネットバンキングの契約が不要
　③即時または期日を指定して納付することが可能
　④税理士が納税者に代わって納付手続を行うこ
　　とが可能
・対象となる税目　全税目
※e-Taxに納付情報データを登録する必要があり
　ます。登録方法は、e-Taxホームページでご確
　認ください。
・利用手続き
　e-Taxの利用手続をし、『ダイレクト納付利用
　届出書』を所轄の税務署に書面で提出する必要
　があります。
※提出してから利用可能となるまで、約１カ月か
　かります。
※利用可能な金融機関は、e-Taxホームページの
　『利用可能金融機関一覧』でご確認ください。
　問い合わせ　室蘭税務署（☎○4151）22

イータックス

グ
リ
ー
ン
デ
ー
タ
バ
ン
ク
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
家
庭
で
育
て
ら
れ
な
く
な
っ
た
樹

木
や
花
な
ど
を
登
録
し
、
希
望
す
る

方
に
無
料
で
提
供
す
る
制
度
で
す
。

※

掘
り
起
こ
し
や
運
搬
な
ど
は
、
受

　
け
取
る
方
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
土
木
・
公
園
Ｇ

（
☎
　
４
１
１
５
）

付
加
年
金
制
度
の
ご
案
内

　
付
加
年
金
は
、
毎
月
の
定
額
保
険

料
（
平
成
27
年
度
は
１
万
5
千
590

に
月
額
400
円
の
付
加
保
険
料
を
加
え

て
納
め
る
こ
と
で
、
付
加
保
険
料
を

納
め
た
月
数
に
200
円
を
乗
じ
た
額
が
、

老
齢
基
礎
年
金
に
毎
年
上
乗
せ
さ
れ

て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象
　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　
（
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
）

※

国
民
年
金
基
金
加
入
者
は
除
き
ま

　
す
。

◎
付
加
年
金
額
の
例

　
付
加
保
険
料
を
480
カ
月
（
40
年
　

　
納
め
た
場
合

・
納
め
た
付
加
保
険
料

　
400
円×

480
カ
月
＝
19
万
２
千
円

・
受
け
取
る
付
加
年
金
（
年
額
）

　
200
円×

480
カ
月
＝
９
万
６
千
円

※

２
年
間
年
金
を
受
給
す
る
と
納
め

　
た
付
加
保
険
料
の
元
が
取
れ
ま
す
。

　
よ
り
長
く
年
金
を
受
給
す
る
ほ
ど

　
お
得
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

（
☎
　
２
１
３
７
）

平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら

『
看
護
師
等
の
届
出
制
度
』が

始
ま
り
ま
し
た

　
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
の
免
許
を
お
持
ち
で
、
現
在

働
い
て
い
な
い
方
は
『
看
護
師
等
の

人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
』

に
基
づ
き
、
北
海
道
ナ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
へ
届
け
出
る
こ
と
が
努
力
義
務
に

な
り
ま
し
た
。

　
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
離
職
者

の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行
う
こ

と
で
、
看
護
職
と
し
て
切
れ
目
の
な

い
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
ナ
ー
ス
セ
ン

　
タ
ー

（
☎
011
ー
８
６
３
ー
６
７
９
４
）

野
良
猫
に
餌
を
与
え
な
い
で

く
だ
さ
い

　
野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
こ
と
で
、

排
せ
つ
物
の
臭
い
や
庭
荒
ら
し
な
ど
、

近
所
迷
惑
や
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ
の
繁
殖

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

　北
海
道
の
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　
最
低
賃
金
制
度
は
、
事
業
を
営
む

使
用
者
と
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労

働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

▼
時
間
額
　
764
円

▼
効
力
発
生
日
　
10
月
８
日
㈭

※

最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
や

　
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
臨
時
に

　
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
時
間
外
等
割

　
増
賃
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
次
の
産
業
で
働
く
方
に
は
、
産
業

　
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

・
処
理
牛
乳
・
乳
飲
料
、
乳
製
品
、

　
糖
類
製
造
業

・
鉄
鋼
業

・
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

　
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信

　
機
械
器
具
製
造
業

・
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
船
体
ブ
ロ

　
ッ
ク
製
造
業

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
労
働
基
準
監
督

　
署
（
☎
　
６
１
３
１
）

点
検
の
お
願
い

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

は
、
人
や
動
物
に
有
害
な
物
質
で
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
使
用
し
て
い
る
変
圧
器
や

コ
ン
デ
ン
サ
、
家
庭
用
以
外
の
蛍
光

灯
安
定
器
な
ど
の
電
気
機
器
を
保
有

し
て
い
る
方
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置

法
な
ど
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
事
業
所
や
倉
庫
な
ど
で
使

用
・
保
管
さ
れ
て
い
る
電
気
機
器
も

点
検
を
行
い
、
点
検
の
結
果
、
Ｐ
Ｃ

Ｂ
を
使
用
し
て
い
る
ま
た
は
使
用
し

て
い
た
電
気
機
器
で
届
出
を
し
て
い

な
い
場
合
は
、
直
ち
に
届
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
胆
振
総
合
振

　
興
局
保
健
環
境
部

（
☎
　
９
５
７
５
）

円
）

間
）

ル
）

23
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全
国
一
斉
『
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強
化
週
間

日
時
　
11
月
16
日
㈪
〜
20
日
㈮
８
時

　
30
分
〜
19
時
、
11
月
21
日
㈯
・
22

　
日
㈰
10
時
〜
17
時

内
容
　
職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や

　
夫
か
ら
の
暴
力
な
ど
、
女
性
の
人

　
権
に
関
す
る
悩
み
事
に
つ
い
て
、

　
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が

　
相
談
時
間
を
延
長
し
て
対
応
し
、

　
解
決
に
導
き
ま
す

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

専
用
相
談
電
話
（
☎
0
5
7
0
ー
070

　
―
810
）

問
い
合
わ
せ
　
札
幌
法
務
局
室
蘭
支

　
局
（
☎
　
５
１
１
１
）

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間

　
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

は
、
地
域
の
方
の
気
付
き
が
大
切
で

す
。
『
も
し
か
し
た
ら
』
と
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
し
た
方
の
情
報
が
他
に
漏
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
連
絡
し
た

内
容
が
間
違
っ
て
い
て
も
責
任
は
問

わ
れ
ま
せ
ん
。

連
絡
先
　
子
ど
も
虐
待
相
談
室
（
☎

　
　
６
６
７
７
）
、
室
蘭
児
童
相
談

　
所
（
☎
　
４
１
５
２
）

浄
化
槽
管
理
者
の
方
は
保
守
点

検
・
清
掃
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
や
清
掃
は
、

法
律
で
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
保
守
点
検
は
、
最
低
で
も
処
理
方

式
で
決
め
ら
れ
た
回
数
を
、
浄
化
槽

の
清
掃
は
、
年
１
回
必
ず
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

10
月
か
ら
、
夜
間
・
休
日
の
配
偶

者
な
ど
か
ら
の
暴
力
に
つ
い
て
の

電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

日
時

　

●
祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日

・
電
話
・
来
所
相
談
　
９
時
〜
17
時

・
電
話
相
談
　
17
時
30
分
〜
20
時

※

来
所
相
談
は
、
事
前
予
約
が
必
要

　
で
す
。

●
土
・
日
曜
日
、
祝
日

・
電
話
相
談
　
９
時
〜
17
時

※

12
月
29
日
㈫
か
ら
平
成
28
年
１
月  

　
３
日
㈰
ま
で
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
011
ー
６
６

　
６
ー
９
９
５
５
）

問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
環
境
生
活
部

　
く
ら
し
安
全
局
道
民
生
活
課
（
☎

　
011
ー
２
３
１
ー
４
１
１
１
）

11
月
10
日
は
『
技
能
の
日
』

　
『
技
能
士
』
と
は
、
技
能
と
知
識

を
検
定
す
る
国
家
検
定
制
度
の
合
格

者
に
与
え
ら
れ
る
称
号
で
す
。

  

工
事
な
ど
に
つ
い
て
技
能
士
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
一
般
社
団
法
人
北
海

　
道
技
能
士
会
（
☎
011
ー
8
1
5
ー

　
４
８
４
５
）

津
波
避
難
訓
練
実
施
に
伴
う

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
お
知
ら
せ

　
鷲
別
地
区
連
合
町
内
会
が
行
う
津

波
避
難
訓
練
で
、
大
津
波
警
報
を
知

ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。

実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

訓
練
当
日
、
悪
天
候
や
、
災
害
が

　
発
生
ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ
の
あ

　
る
場
合
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
中
止

　
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
時

　11
月
15
日
㈰
９
時

場
所
　
鷲
別
地
区
の
防
災
行
政
無
線

　
６
カ
所

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

（
☎
　
１
１
３
０
）

●小規模企業共済（経営者のための退職金制度）
　個人事業主や小規模企業の共同経営者、会社
などの役員の方が事業をやめたり、退職した場
合に、生活の安定や事業の再建を図るためにあ
らかじめ資金を準備しておく共済制度です。
※掛金は全額所得控除で、掛金月額は1,000円か
　ら７万円までの500円単位で自由に選べます。
●経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済制度）
　取引先倒産により、売掛金債権等の回収が困
難になった場合に、貸付が受けられる共済制度
です。『無担保・無保証人・無利子』で貸付が
受けられ、積み立て掛金の10倍の範囲内（最高
8,000万円）で被害額相当の共済金が借り入れで
きます。
※掛金は税法上損金（法人）または必要経費
　（個人事業）に算入できます。掛金月額は、
　5,000円から20万円の5,000円単位で自由に選べ
　ます。
　問い合わせ　中小企業基盤整備機構共済相談室

(☎050－5541－7171)

事業主の方へ『小規模企業共済・
経営セーフティ共済のご案内』
事業主の方へ『小規模企業共済・
経営セーフティ共済のご案内』
事業主の方へ『小規模企業共済・
経営セーフティ共済のご案内』

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『
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　対象　市内に住民登録があり、登別市の
　墓地使用権をお持ちでない方
　貸し付け条件　３年以内に墓碑を建立さ
　れる方
※墓地の貸し付けを受け、３年を経過して
　も墓碑を建立しなかった場合は、墓地使
　用許可が取り消しになります。この場合、
　納入された使用料や手数料は返還しませ
　ん。
　申込期間　11月２日㈪～16日㈪（土・日
　曜日・祝日を除く）
　申し込み方法　市民サービスグループ備
　え付けの申込書に必要事項を記入し、提
　出（印鑑、住民票が必要です）
※申し込みは１世帯につき１区画とし、申
　し込みが複数となった場合は、後日抽選
　を行います。
※第二富浦墓地は、随時貸し付けを行って
　います。

昭和61年

昭和62年

昭和44年

昭和48年

昭和48年

昭和50年

昭和50年

昭和50年

昭和54年

平成15年

平成15年

昭和45年

１区画

１区画

１区画

１区画

１区画

１区画

４区画

２区画

４区画

１区画

１区画

２区画

5.0㎡

5.0㎡

6.0㎡

6.0㎡

4.0㎡

9.0㎡

6.0㎡

5.0㎡

6.0㎡

5.0㎡

10.5㎡

12.0㎡

１区画当たり 
造成年度

貸付
区画数 面積墓　地

亀 田 霊 園

富 浦 墓 地

第二富浦墓地

中登別墓地

返還墓地の貸し付けを行います　　問い合わせ　市民サービスＧ（☎○２１３９）85

225,000円(25,000円)

225,000円(25,000円)

186,000円(30,000円)

186,000円(30,000円)

124,000円(20,000円)

288,000円(45,000円)

186,000円(30,000円)

124,000円(20,000円)

198,000円(30,000円)

300,000円(25,000円)

630,000円(52,500円)

360,000円(60,000円)

使用料（うち管理清掃手数料）

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す

　
労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
生
活
の

安
定
・
福
祉
の
増
進
な
ど
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
国
が
直
接
管
理
運
営

し
て
い
る
保
険
で
す
。
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
い
て
、
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
す
る
事
業
者
は
、
法
人
・

個
人
を
問
わ
ず
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
労
働
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
事
業
者
は
、
速
や
か

に
室
蘭
労
働
基
準
監
督
署
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
労
働
基
準
監
督

　
署
（
☎
　
６
１
３
１
）

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

道
路
の
異
常

　
道
路
に
穴
が
空
い
て
い
る
、
排
水

の
ふ
た
が
壊
れ
て
い
る
な
ど
、
道
路

の
異
常
に
気
が
付
い
た
と
き
は
、
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　平
日

　
土
木
・
公
園
Ｇ

　（
☎
　
３
２
６
０
）

　
夜
間
、
土
・
日
曜

　日
、
祝
日
な
ど

　
市
役
所
当
直
室

　（
☎
　
２
１
１
１
）

再
生
展
示
品
を
販
売
し
ま
す

抽
選
日
時
　
11
月
29
日
㈰
10
時

場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対
象
　
20
歳
以
上
の
方
で
、
抽
選
日

　
に
会
場
に
来
る
こ
と
が
で
き
、
抽

　
選
日
か
ら
１
週
間
以
内
に
搬
出
で

　
き
る
方

内
容
　
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
テ
ー
ブ

　
ル
、
自
転
車
な
ど

販
売
価
格
　
500
円
〜
（
自
転
車
な
ど

　
は
無
料
）

申
し
込
み
　
11
月
16
日
㈪
か
ら
27
日

　
㈮
ま
で
に
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に

　
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　
登
別
職
業
訓
練
協
会
で
は
、
求
職

中
の
方
を
対
象
に
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
19
日
㈭
13
時
30
分
〜
16

　
時
30
分

場
所
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容  

自
己
理
解
、
履
歴
書
な
ど
の

　
作
成
、
面
接
対
応
強
化
な
ど

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
11
月
16
日
㈪
ま
で
に
登

　自
衛
官
採
用
試
験

・
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

申
し
込
み
　
通
年

・
高
等
工
科
学
校
生

推
薦

　

日
時
　
平
成
28
年
１
月
９
日
㈯
か
ら

　
11
日
㈪
ま
で
の
指
定
す
る
１
日

対
象
　
17
歳
未
満
の
男
性
で
中
学
校

　
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
の
方
を
含

　
む
）
、
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活

　
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
収
め
、

　
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
方

申
し
込
み
期
限
　
12
月
４
日
㈮
ま
で

一
般

　

日
時
　
平
成
28
年
１
月
23
日
㈯

対
象
　
17
歳
未
満
の
男
性
で
中
学
校

　
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
の
方
を
含

　
む
）

申
し
込
み
期
限
　
平
成
28
年
１
月
８

　
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

　
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

（
☎
　
９
５
３
３
）

募

集

23

44

項
を
記
入
し
提
出（
１
人
１
点
ま
で
）

別
職
業
訓
練
協
会（
☎
　
１
４
５
０
）

くらしのガイド
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●切符の販売について
　乗車券類の窓口（対面）販売を終了します。

●ワンマン列車の利用方法
　乗車時は整理券をお取りいただき、降車時は
列車内運賃箱または到着駅で運賃を支払ってく
ださい。

●列車遅延時のお知らせについて
　列車遅延時には、管理駅であるJ R東室蘭駅
より、放送・ディスプレイ装置でご案内します。

●臨時の改札について
　朝の通勤・通学時間帯の一部列車（７時30分
頃～８時30分頃）は、係員を配置し、乗車券類
の確認（特別改札）を行います。

・モニターカメラを設置し、ＪＲ東室蘭駅で

　状況を把握します

・駅舎などの清掃業務は、係員が実施します

・冬期間のストーブは、係員がいる時間帯は

　稼働させます

・設備の維持管理は、管理駅であるＪＲ東室

　蘭駅による巡回などで確認します

・駅周辺の防犯を目的とした巡回強化を警察

　に依頼します

11月１日～
　　　鷲別駅の無人化に伴う利用方法のご案内

無人駅の維持・管理を
下記のように行っています
無人駅の維持・管理を
下記のように行っています
無人駅の維持・管理を
下記のように行っています

　問い合わせ　
　ＪＲ東室蘭駅（☎　５７１６）44

の『みどりの窓口』で発行

切符の購入

長距離区間と『自由席往復割引きっぷ（Sきっぷ）』

定期券

近距離区間と100㌔㍍までの自由
　席特急券を券売機で発売

車掌が列車内で発売

東室蘭駅や幌別駅など、近隣有人駅

『
登
別
市
景
観
と
み
ど
り
の

条
例
（
案
）
』
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
募
集

　
市
民
、
事
業
者
及
び
市
が
協
働
で
、

登
別
市
の
良
好
な
景
観
と
豊
か
な
み

ど
り
を
守
り
、
育
て
、
つ
く
り
、
こ

れ
ら
を
次
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
『
登
別
市
景
観
と
み

ど
り
の
条
例
（
案
）
』
に
つ
い
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間
　
11
月
16
日
㈪
〜
12
月
15

　
日
㈫

資
料
の
閲
覧
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所
１

　
階
市
民
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
、
市

　
民
会
館
、
市
立
図
書
館
、
市
民
活

　
動
セ
ン
タ
ー
、
都
市
政
策
グ
ル
ー

　
プ
で
閲
覧
で
き
ま
す

意
見
の
提
出
方
法
　
各
閲
覧
場
所
に

　
備
え
付
け
の
専
用
用
紙
か
任
意
の

　
用
紙
に
①
案
件

　
名
、
②
住
所
、

　
③
氏
名
、
④
電

　
話
番
号
、
⑤
意

　
見
を
記
入
し
、

　
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

　
ル
で
都
市
政
策
グ
ル
ー
プ
（
〒

　
ー
８
７
０
１
中
央
町
６
丁
目
11
、

　

　lg.jp

）
に
提
出
す
る
か
、
各
閲
覧

　
場
所
に
備
え
付
け
の
『
意
見
箱
』

　
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い

※

電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の
ご

　
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

意
見
に
対
す
る
回
答
　
寄
せ
ら
れ
た

　
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

　
各
閲
覧
場
所
に
閲
覧
フ
ァ
イ
ル
を

　
備
え
付
け
ま
す
。
な
お
、
意
見
を

　
提
出
し
た
方
に
対
し
て
の
個
別
の

　
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
政
策
Ｇ

　
（
☎
　
３
２
３
０
）

国
際
理
解
講
座
を
開
催
し
ま
す

日
時
　
11
月
27
日
㈮
18
時
〜

場
所
　
市
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

講
師
　
外
国
語
指
導
助
手
　
シ
ャ
ン

　
テ
ィ
・
ラ
ヒ
ム
さ
ん

内
容
　
こ
と
し
の
７
月
か
ら
登
別
市

　
の
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
活
躍

　
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
ラ
ヒ

　
ム
さ
ん
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
ア
メ

　
リ
カ
太
平
洋
岸
北
西
部
の
学
校
や

　
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
つ
い
て
お
話

　
し
し
ま
す

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
11
月
20
日
㈮
ま
で
に
企

　
画
調
整
Ｇ
（
☎
　
１
１
２
２
）

FAX

059

８
２
８
６
、
Ｅ
メ
ー
ル
：t-

seisaku@
city.noboribetsu.

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド
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（
市
民
協
働
グ
ル
ー
プ
内
・
☎
　
１
０
７
９
）

登
別
市
民
憲
章
啓
発
標
語 

金
賞
・
優
秀
賞
作
品
の
紹
介

登
別
市
民
憲
章
啓
発
標
語 

金
賞
・
優
秀
賞
作
品
の
紹
介

登
別
市
民
憲
章
啓
発
標
語 

金
賞
・
優
秀
賞
作
品
の
紹
介

　
登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
は
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
内
全
８
小
学
校
の
４
年
生
を

対
象
に
、
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
市
民
憲
章
５
項
目
の
う
ち
の
２
項
目
『
親
切
を
つ
く
し
　
き
ま
り
を
守
っ
て
　
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』
と
『
未
来
を
つ
く
る
青
少
年
の
　
健
全
な
夢
の
育

つ
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』
で
す
。

幌
別
小
学
校
　
　
長
尾
　 

華
音

幌
別
小
学
校
　
　
廣
部
　
　 

星

幌
別
小
学
校
　
　
佐
々
木 
萌
徒

幌
別
西
小
学
校
　
星
野
　 

愛
華

幌
別
西
小
学
校
　
佐
藤
　 

伶
於

青
葉
小
学
校
　
　
石
田
　 

　
瞳

青
葉
小
学
校
　
　
伊
藤
　 

知
宏

鷲
別
小
学
校
　
　
表
　
　 

結
羽

鷲
別
小
学
校
　
　
長
内 

歩
乃
彩

若
草
小
学
校
　
　
小
畑
　 

優
花

若
草
小
学
校
　
　
森
　
　 

愛
美

若
草
小
学
校
　
　
阿
部
　 

侑
真

富
岸
小
学
校
　
　
加
藤 

翔
太
郎

富
岸
小
学
校
　
　
小
林
　 

　
天

富
岸
小
学
校
　
　
堺
谷
　 

海
斗

富
岸
小
学
校
　
　
堀
切 

菜
々
子

優
秀
賞

助
け
合
い

　み
ん
な
や
さ
し
い

　登
別

つ
た
え
よ
う

　未
来
の
町
へ

　ゆ
め
の
声

　
登
別

　鬼
も
子
供
も

　わ
ら
う
町

見
わ
た
せ
ば

　み
ん
な
笑
顔
だ

　夢
の
ま
ち

子
ど
も
た
ち

　明
る
い
ゆ
め
が

　育
つ
ま
ち

そ
の
足
で

　夢
へ
の
一
歩

　す
す
も
う
よ

幌
別
小
学
校
　
　
野
田 

小
都
乃

幌
別
西
小
学
校
　
澤
　 

な
な
花

幌
別
東
小
学
校
　
武
田 

愛
結
花

青
葉
小
学
校
　
　
木
島
　 

聡
大

鷲
別
小
学
校
　
　
小
笠
原 

一
希

若
草
小
学
校
　
　
齊
藤 

　
和
月

富
岸
小
学
校
　
　
増
田 

　
有
真

登
別
小
学
校
　
　
本
間 

　
暁
登

赤
ち
ゃ
ん
か
ら

　お
と
し
よ
り
ま
で

み
ん
な
元
気
な

　登
別

金
　
賞

の
　 

だ
　 

こ     

と    

の

さ
わ
　       

　
　
　     

か

た
け   

だ
　   

あ    

ゆ    

か

き  

じ
ま
　       

あ
き
ひ
ろ

お   

が
さ 

わ
ら  

か
ず 

き

さ
い
と
う
　         

な   

つ

ま
す   

だ
　         

ゆ
う  

ま

ほ
ん   

ま
　        

あ
き  

と

明
日
も
ま
た

　い
い
こ
と
あ
る
よ

　登
別

未
来
の
自
分
へ

　大
切
な
家
族
へ

　守
る
た
め

子
ど
も
は
ね

　未
来
を
つ
く
る

　宝
だ
よ

し
ん
せ
つ
で

　ゆ
め
と
き
ぼ
う
が

　ひ
と
に
あ
る

だ
れ
と
で
も

　あ
い
さ
つ
協
力

　助
け
合
い

ぼ
く
の
ま
ち

　自
然
で
あ
ふ
れ

　た
の
し
い
よ

あ
い
さ
つ
は

　人
の
こ
こ
ろ
を

　か
え
ら
れ
る

町
の
ご
み

　み
ん
な
で
ひ
ろ
っ
て

　ピ
カ
ピ
カ
だ

登
別

　ゆ
め
い
っ
ぱ
い
の

　子
ど
も
た
ち

登
別

　未
来
を
つ
な
ぐ

　町
づ
く
り

親
切
に

　し
て
く
れ
る
人

　多
い
ま
ち

登
別

　自
然
ゆ
た
か
で

　あ
た
た
か
い

子
ど
も
た
ち

　明
る
い
夢
が

　ま
ち
つ
く
る

登
別

　き
く
の
よ
う
に

　明
る
い
ね

の
ぼ
り
べ
つ

　市
民
の
心

　あ
っ
た
か
い

や
さ
し
い
市
民
の

　心
み
ち
あ
ふ
れ

し
ん
せ
つ
は

　し
て
も
さ
れ
て
も

い
い
き
も
ち

わ
ら
い
声
と

　あ
い
さ
つ
が
聞
こ
え
る

の
ぼ
り
べ
つ
の
街

ほ
り
き
り
　 

な

な

こ

な
が
　お
　
　
　
　 

か
　
の
ん

ひ
ろ
　べ
　
　
　
　
　  

あ
か
り

さ
　
さ
　
き
　  
も 
　
と

ほ
し
　
の
　
　
　  

あ
い
　 

か

さ
　と
う
　
　
　　   

れ  

　お

い
し
　
だ
　
　
　
　  

　
ひ
と
み

い
　
と
う
　
　
　  

と
も
　ひ
ろ

お
も
て
　
　
　
　　  

ゆ
う
　
は

お
さ
な
い
　  

ほ
　
の
　
あ

お
　
ば
た
　
　  

　
ゆ
う
　
か

も
り
　
　
　
　
　 

ま
な
　 

み

あ
　
べ
　
　
　
　  

ゆ
う
ま

か
　と
う
し
ょ
う
た
　
ろ
う

こ
ば
や
し
　
　
　
　
　  

そ
ら

さ
か
い
や
　
　
　  

か
い
　と

問
い
合
わ
せ
　
登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
事
務
局
連
絡
所

あ

　す

くらしのガイド
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28困った！ときにはまず相談

まず相相談談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

市民相談 随時

消費生活相談
随時

随時 室蘭税務署

人権相談所
月～金曜日
８時30分～17時15分

11月26日㈭・27日㈮
17時30分～20時
11月28日㈯９時～17時

11月19日㈭
14時～17時

水・金曜日
８時30分～17時

月～金曜日
17時以降(予約制)

月～金曜日
10時～16時(予約制)

11月６日㈮・20日㈮
10時～16時

鉄南ふれあい
センター

登別労働会館
（千歳町３丁目）

地域職業相談室
（アーニス内）

土曜日
10時～17時

夜間・土曜
納税相談窓口

譲渡・相続・贈与
の相談予約

12月19日㈯
９時30分～12時

11月28日㈯
９時30分～12時

※登別消費者協会は火～
　金曜日の10時～16時。

職業訓練セン
ター（青葉町）

税務グループ

障害福祉グル
ープ

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

消費生活セン
ターまたは登
別消費者協会
（労働福祉セ
ンター内）

鉄南ふれあい
センター

鉄南ふれあい
センター

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

就職活動などで抱える不安や
悩みなど

解雇や労働条件の引き下げ、
職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7）

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0）

消費生活センター
（☎85 3 4 9 1）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7）

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5）

事前に室蘭税務署
個人課税部門
（☎㉒ 4 1 5 1）

11月27日㈮までに
おおたに行政書士
事務所
（☎86 3 3 6 0）

12月11日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

交通事故や金銭貸借、損害賠償、
離婚など
担当弁護士：八木橋　俊輔さん
定員：６人（申し込み順）

障がいのある方の
就労相談窓口

キャリアサポート
のぼりべつ
（市委託事業）

無料労働相談
（市支援事業）

や ぎ はし すけしゅん

障がいのある方の就労や雇用

市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

譲渡所得・相続税・贈与税に
ついての個別相談

11月12日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルなど

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎85０１００）

診査・対象 月　日 内　　容 持ち物 場所

12月３日㈭
時間は個別通知

12月18日㈮
時間は個別通知

12月９日㈬
時間は個別通知

12月10日㈭
時間は個別通知

12月17日㈭
９時20分～10時

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円）
診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談
発育・発達・育児・栄
養などの相談

母子健康手帳、
バスタオル、
替えオムツ

母子健康手帳

し
ん
た
21

乳幼児健康相談 診査

（平成27年７月生まれ）
４カ月児健康診査

（平成26年５月生まれ）
１歳６カ月児健康診査

（平成27年２月生まれ）
10カ月児健康相談

（平成24年10月29日～
　平成24年11月30日生まれ）

３歳児健康診査

（事前の申し込みが必要です）
すくすく☆親子相談

日
時
・
場
所

・
12
月
２
日
㈬…

鷲
別
公
民
館

・
12
月
９
日
㈬…

若
草
児
童
ク
ラ
ブ

・
12
月
16
日
㈬…

で
あ
え
ー
る
は
ま

　
な
す

※

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
12
時

　
ま
で
。

対
象

　小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

内
容

　遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

持
ち
物

　上
靴

※

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

　
越
し
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　中
央
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

日
時
・
場
所

・
12
月
２
日
㈬…

幌
別
東
保
育
所
、

　
登
別
保
育
所

・
12
月
３
日
㈭…

栄
町
保
育
所
、
富

　
士
保
育
所
、
鷲
別
保
育
所

※

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
30
分
か
ら

　
11
時
ま
で
。

対
象

　小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

持
ち
物

　上
靴

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　中
央
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

日
時

　11
月
13
日
㈮
10
時
〜
12
時

集
合
場
所
　
し
ん
た
21

対
象

　小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

内
容
　
し
ん
た
21
周
辺
の
自
然
の
中

　
で
の
外
遊
び

※

雨
天
の
場
合
は
屋
内
活
動
を
行
い

　
ま
す
。

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　帽
子
、
運
動
靴
、
防
寒
着
、

　
着
替
え
な
ど

申
し
込
み

　11
月
12
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－
０
８
６
５
）

日
時

　11
月
14
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象

　小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
お
父
さ
ん

内
容
　
遊
具
や
教
材
を
使
っ
た
遊
び

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　中
央
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

日
時

　11
月
20
日
㈮
10
時
〜
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象

　子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

　
援
を
し
て
い
る
指
導
者

内
容
　
ア
ー
ト
で
引
き
出
す
子
ど
も

　
の
力

講
師
　
金
属
工
芸
家
・
彫
刻
家
　
藤

　
沢
レ
オ
さ
ん

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

※

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

　
み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

　汚
れ
て
も
よ
い
服
装

申
し
込
み

　11
月
19
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

カ

　
　

  

フ

　
　

  

ェ

カ

　
　

  

フ

　
　

  

ェ

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

すす

子
育
て

子
育
て

健 

康
健 

康

くくく

いい
ききき

すすすくくく

いいい
ききき

す
く
す
く

 

子 

育 

て

す
く
す
く

 

子 

育 

て
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▼問い合わせ 子育てグループ（☎85５６３４）

ご存知ですか？子育てに関する制度ご存知ですか？子育てに関する制度

○児童手当▲

対象　中学校修了前の児童（15歳に到達後最初の３月31日までの
　間にある児童）を養育している方▲

月額
・３歳未満　１万5,000円
・３歳～小学生　１万円（第３子以降は１万5,000円) 
・中学生　１万円
※養育する児童の数え方については、18歳に達する日以後最初の３
　月31日までの間にある児童の中で、第１子、第２子…と数えます。
※養育者の所得が一定額以上の場合は、児童一人につき月額5,000
　円となります。

○児童扶養手当▲

対象　父母の離婚などにより、父または母と生計を同一にしてい
　ない児童（18歳に達する日以後最初の３月31日までの間にある児
　童、または心身に政令で定める程度の障がいのある20歳未満の児
　童）を養育しているひとり親、もしくは父母に代わって児童を養
　育している方▲

月額
・４万2,000円（第２子は月額5,000円、第３子以降は月額3,000
　円を加算）
※養育者の所得や前年１年間の養育費、公的年金などが一定額以上
　の場合は、減額支給または手当が支給されません。

○特別児童扶養手当▲

対象　心身に政令で定める程度の障がいのある20歳未満の児童を
　養育している方▲

月額
・重度の障がいのある児童　５万1,100円
・中度の障がいのある児童　３万4,030円
※養育者の所得が一定額以上の場合は、手当が支給されません。

○災害遺児手当▲

対象　父母または父母のいずれかが災害（交通事故、労働災害を
　含む）により死亡または重度の障がいの状態になった小・中学校
　に在学する児童がいる方▲

月額
・児童一人につき１万円

●
１
回
目

日
時
　
11
月
28
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

　
時
30
分

場
所
　
し
ん
た
21

内
容
　
沐
浴
・
お
む
つ
交
換
実
習
、

　
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験
な
ど

対
象
　
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
（
ご
家

　
族
の
参
加
も
可
）

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

●
２
回
目

日
時
　
12
月
２
日
㈬
13
時
30
分
〜
15

　
時
30
分

場
所
　
し
ん
た
21

内
容
　
妊
婦
体
操
、
参
加
者
同
士
の

　
交
流
、
妊
娠
期
の
食
生
活
に
つ
い

　
て
な
ど

対
象
　
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た

　
21
内
・
☎
85
０
１
０
０
）

日
時
　
11
月
14
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

　
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
親
子

内
容
　
自
然
素
材
を
使
っ
た
工
作

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

費
用
　
１
人
100
円

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

　
飲
み
物
、
帽
子
、
着
替
え
な
ど

申
し
込
み
　
11
月
13
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
11
月
12
日
㈭
10
時
30
分
〜
12

　
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
子
育
て
中
の
方

内
容
　
つ
る
を
使
っ
た
リ
ー
ス
や
か

　
ご
作
り

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用
　
200
円

持
ち
物
　
コ
ッ
プ
、
汚
れ
て
も
よ
い

　
服
装
・
靴

申
し
込
み
　
11
月
11
日
㈬
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
11
月
26
日
㈭
10
時
〜
12
時

場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー

対
象
　
２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子

　
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
運
動
遊
び

定
員
　
30
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み

　
物
、
着
替
え
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

申
し
込
み
　
11
月
９
日
㈪
か
ら
13
日

　
㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

　
タ
ー
（
☎
80
２
７
７
２
）

ミ
ニ
ミ
ニ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ミ
ニ
ミ
ニ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

　

 

　

  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

　

 

　

  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

　

 

　

  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

　

 

　

  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『
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い
き
い
き

 

健

　

 

康

い
き
い
き

 

健

　

 

康

日時 診療所・住所・電話

11月の歯科救急医療

11月１日㈰
９時～11時

11月３日㈫
９時～11時

11月８日㈰
９時～11時

11月29日㈰
９時～11時

 

  太平洋歯科医院
室蘭市白鳥台５丁目１－２

６４６４59

 

福田歯科クリニック
室蘭市祝津町２丁目３－１

５４２０㉗

森歯科クリニック
室蘭市港北町２丁目５－18

０１１８55

11月23日㈪
９時～11時

みうら歯科
室蘭市港北町２丁目６－１

６３３０55

11月22日㈰
９時～11時

本田歯科
室蘭市港南町１丁目９－19

３３２２㉒

11月15日㈰
９時～11時

松田歯科医院
室蘭市日の出町１丁目24－25

６４８０46

エルム歯科蘭東診療所
室蘭市中島町２丁目23－３

６１６１43

金本歯科
伊達市山下町55

３８２２0 1 4 2㉕

野村歯科医院
登別市新生町１丁目１－６

８８４４86

日
時
　
11
月
18
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所

　登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象

　就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保

　
護
者
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可

内
容

　言
葉
に
つ
い
て
の
講
話
、
言

　
葉
を
伸
ば
す
体
験
遊
び
な
ど

講
師

　こ
と
ば
の
教
室
・
須
藤
先
生

問
い
合
わ
せ

　登
別
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
80
２
７
７
２
）

日
時
　
12
月
８
日
㈫
10
時
〜
12
時

場
所

　登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象

　２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子

　
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員

　30
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
飲
み
物
、
お
し
ぼ
り
な
ど

申
し
込
み

　11
月
16
日
㈪
か
ら
20
日

　
㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

　
タ
ー
（
☎
80
２
７
７
２
）

日
時
　
11
月
18
日
㈬
15
時
〜
16
時

場
所

　製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
が
ん
診

　
療
セ
ン
タ
ー
３
階
大
講
堂

内
容

　最
近
増
加
し
て
い
る
血
液
が

　
ん
〜
悪
性
リ
ン
パ
腫
と
多
発
性
骨

　
髄
腫
〜

講
師
　
同
病
院
血
液
腫
瘍
内
科
長
・

　
黒
田
裕
行
医
師

※

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　同
病
院

（
☎
47
４
４
０
４
）

実
施
期
間
　
11
月
１
日
㈰
〜
12
月
31

　
日
㈭

対
象

⑴
65
歳
以
上
の
方

⑵
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
身
体
障
害

　
者
手
帳
１
級
（
心
臓
、
じ
ん
臓
、

　
呼
吸
器
の
機
能
障
害
ま
た
は
ヒ
ト

　
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

　
機
能
障
害
に
限
り
ま
す
）
を
お
持

　
ち
の
方

※

接
種
時
に
身
体
障
害
者
手
帳
の
提

　
示
が
必
要
で
す
。

実
施
場
所
　
登
別
・
室
蘭
市
内
で
季

　
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関

申
し
込
み

　医
療
機
関
に
直
接
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い

接
種
料
金
　
1
千
500
円

※

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

①
市
民
税
非
課
税
世
帯
や
生
活
保
護

　
受
給
者
世
帯
の
方

②
登
別
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

　
し
て
い
る
方
（
建
設
国
保
は
対
象

　
と
な
り
ま
せ
ん
）

③
登
別
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
に
加
入
し
て
い
る
方

持
ち
物

①
の
方
：
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
、

　
世
帯
全
員
の
課
税
証
明
書
、
生
活

　
保
護
受
給
証
明
書
の
い
ず
れ
か

②
・
③
の
方
：
健
康
保
険
証

問
い
合
わ
せ

　健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん

　
た
21
内
・
☎
85
０
１
０
０
）

高
齢
者
の
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

高
齢
者
の
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

『
言
葉
を
伸
ば
す
』
体
験
講
座

お
餅
つ
き
体
験

第
32
回
が
ん
セ
ミ
ナ
ー

く
ろ
だ
ひ
ろ
ゆ
き

）
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　水泳大会のため11月29日㈰は
18時まで全館
休館します。

市民プールらくあ
　　　　休館のお知らせ

▼問い合わせ
　　　　市民プール（☎85５５８８）

日
時
　
11
月
１
日
㈰
〜
７
日
㈯

場
所
　
市
立
図
書
館

内
容
　
講
演
会
、
お
話
し
会
、
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
な
ど

※

詳
し
く
は
実
行
委
員
会
の
配
布
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
11
月
14
日
㈯
13
時
30
分

対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
11
月
18
日
㈬
、
12
月
２
日
㈬

10
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
11
月
21
日
㈯
18
時
〜
19
時

場
所
　
ア
ー
ニ
ス
分
館

内
容
　
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ

ル
化
資
料
で
歴
史
的
演
説
を
聴
く

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
11
月
28
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

　
毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
11
月

27
日
㈮
）
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
11
月
８
日
㈰
13
時
〜
16
時

場
所
　
鷲
別
公
民
館

内
容
　
祭
花
、
宮
城
野
、
さ
ら
し
風

手
事
な
ど
の
曲
を
演
奏

問
い
合
わ
せ
　
登
別
三
曲
協
会
事
務

局
（
☎
85
７
８
９
０
）

日
時
　
11
月
８
日
㈰
９
時
15
分
〜
12

時

場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
　
健
康
体
操
や
ゲ
ー
ム
な
ど

参
加
料
　
250
円

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

申
し
込
み
　
11
月
７
日
㈯
ま
で
に
荒

　
生
さ
ん
（
☎
86
８
６
３
６
）

日
時
　
11
月
10
日
㈫
18
時

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
『
明
治
初
期
の
北
海
道
開
拓

と
士
族
移
住
』
に
つ
い
て
講
演

講
師
　
北
海
道
史
研
究
協
議
会
副
会

長
・
関
秀
志
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
登
別
郷
土
文
化
研
究

会
・
佐
々
木
さ
ん

（
☎
85
５
２
１
３
）

日
時
　
11
月
17
日
㈫
10
時
〜
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
登
別
と
き
め
き
大
学
連
携

コ
ー
ス
の
一
環
で
、
室
蘭
民
報
社

代
表
取
締
役
社
長
・
工
藤
忞
さ
ん

を
講
師
に
招
き
講
演
会
を
開
催

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
と
き
大
ジ
ャ
ー
ナ
ル

ク
ラ
ブ
事
務
局
・
関
さ
ん

　
（
☎
090
ー
９
０
８
９
ー
０
６
４
５
）

日
時
　
11
月
18
日
㈬
18
時

場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

内
容
　
ス
ラ
イ
ド
や
実
物
展
示
で
森

の
生
き
物
た
ち
を
紹
介

定
員
　
100
人

講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動

支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
・
遠

藤
潤
さ
ん

申
し
込
み
　
11
月
２
日
㈪
か
ら
市
役

所
総
合
案
内
、
各
支
所
、
市
民
会

館
受
付
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
配
布
す
る
入
場
券
を
当
日
持
参

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
２
９

５
８
）

日
時
　
11
月
26
日
㈭
13
時
30
分
〜
15

時
場
所
　
し
ん
た
21
点
字
図
書
室

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
上
靴

申
し
込
み
　
11
月
20
日
㈮
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
２

０
８
０
）

11
月
号

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

　
　
〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

市
立
図
書
館
休
館
情
報

三
曲
演
奏
会

市
民
レ
ク『
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
会
』

ニ
ュ
ー
ス
の
深
読
み
学
習
塾
２
０
１
５

登
別
市
市
制
施
行
45
周
年
記
念

『
郷
土
史
の
夕
べ
』

環
境
講
演
会『
森
か
ら
発
見
！

自
然
の
つ
な
が
り
イ
キ
モ
ノ
話
』

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

　
〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

『
歴
音
コ
ン
サ
ー
ト
』

　
　
　
歴
史
的
演
説
を
聴
く

　
〜
重
大
時
局
に
直
面
し
て
〜

え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会

第
11
回
登
別
図
書
館
ま
つ
り

楽
し
く
朗
読
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

〜
登
別
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
〜
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せ
き
ひ
で
　
し

ど
う
め
ぐ
み

え
ん

く
　
ど
う
つ
と
む

▼問い合わせ 高齢・介護Ｇ（☎85５７２０）

　地域で自分らしく元気に暮らすことをテーマに次のとお
り開催します。
　地域で自分らしく元気に暮らすことをテーマに次のとお
り開催します。

登別市
市制施行45周年記念事業
『介護の日』イベントのお知らせ

登別市
市制施行45周年記念事業
『介護の日』イベントのお知らせ

①講演『人生をより良く活きるために』▲

日時　11月10日㈫13時30分～15時▲

会場　市民会館▲

講師　室蘭典礼社　平成斎場

②講演『地域で目指そう！健康寿命日本一！』▲

日時　11月11日㈬13時30分～15時▲

会場　鷲別公民館▲

講師　若草ファミリークリニック　佐藤弘太郎院長

③講義・実技『プロが教える、続けられる介護』▲

日時　11月12日㈭13時30分～15時▲

会場　婦人センター▲

講師　特定非営利活動法人ＨＰＴ　岡田しげひこ理学療法士

日
時
　
11
月
15
日
㈰
10
時
〜
15
時

場
所

　M
O
R
U
E
中
島
１
階
イ
ベ

　
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容

　医
師
・
看
護
師
に
よ
る
健
康

　
チ
ェ
ッ
ク
、
介
護
予
防
体
操
、
介

　
護
食
の
試
食
、
介
護
機
器
の
展
示
、

　
医
療
・
介
護
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
西
い
ぶ
り
在
宅
ケ
ア

　
連
絡
会
事
務
局
（
本
輪
西
フ
ァ
ミ

　
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
・
☎
55
１
２

　
１
２
）

日
時
　
11
月
20
日
㈮
13
時
30
分
〜
15

　
時
30
分

場
所

　日
鋼
記
念
病
院
緩
和
ケ
ア
病

　
棟

内
容

　『
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
』
の

　
講
座
、
ミ
ニ
レ
シ
ピ
、
ア
ロ
マ
マ

　
ッ
サ
ー
ジ
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
病
院
が
ん
相
談
支

　
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉒
２
２
２
５
）

　
地
域
の
認
知
症
の
方
が
気
軽
に
集

え
る
場
、
認
知
症
の
方
同
士
や
支
え

て
い
る
家
族
が
地
域
の
方
と
交
流
・

情
報
交
換
で
き
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
24
日
㈫
13
時
30
分
〜
15

　
時

※

今
回
が
初
回
で
、
今
後
は
毎
月
第

　
４
火
曜
日
に
定
期
開
催
予
定
で
す
。

場
所

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
わ
か

　
く
さ
１
階
ホ
ー
ル

対
象

　認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
登
別
市
地
域
包
括
支

　
援
セ
ン
タ
ー
け
い
あ
い

（
☎
82
５
０
０
５
）

日
時
　
12
月
５
日
㈯
11
時
〜
12
時

場
所

　ア
ー
ニ
ス

内
容

　訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
に
つ
い
て
（
す
ず
ら
ん
病
院
）
、

　
医
療
相
談
会
（
す
ず
ら
ん
病
院
、

　
み
な
が
わ
往
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
み
な
が
わ
往
診
ク
リ

　
ニ
ッ
ク
（
☎
83
５
９
６
２
）

日
時
　
11
月
11
日
㈬
10
時
〜
13
時

場
所

　Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
集
団
料

　
理
教
室

内
容

　簡
単
お
せ
ち
料
理
、
サ
ラ
ダ

　
寒
天
、
豚
肉
の
角
煮
、
昆
布
巻
き

　
な
ど

参
加
料

　１
千
円

申
し
込
み
　
11
月
10
日
㈫
ま
で
に
同

　
病
院
（
☎
80
３
２
３
５
）

日
時
　
12
月
２
日
㈬
18
時
30
分
〜

場
所

　室
蘭
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

　
大
会
議
室

内
容

　嚥
下
食
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
ス

　
マ
イ
ル
ケ
ア
食
ま
で
〜
『
嚥
下
食

　
と
は
何
か
？
〜

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
み
な
が
わ
往
診
ク
リ

　
ニ
ッ
ク
（
☎
83
５
９
６
２
）

ア
ー
ニ
ス
医
療
相
談
会

ア
ー
ニ
ス
医
療
相
談
会

料
理
教
室

料
理
教
室

認
知
症
カ
フ
ェ
『
ミ
ナ
カ
フ
ェ
』

を
開
催
し
ま
す

認
知
症
カ
フ
ェ
『
ミ
ナ
カ
フ
ェ
』

を
開
催
し
ま
す

第
11
回
室
蘭
・
登
別
食
介
護
研
究
会

第
11
回
室
蘭
・
登
別
食
介
護
研
究
会

西
い
ぶ
り
在
宅
ケ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

西
い
ぶ
り
在
宅
ケ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
ん
の
在
宅
緩
和
ケ
ア
支
援
広
場

『
あ
っ
と
ほ
ー
む
』
開
催

が
ん
の
在
宅
緩
和
ケ
ア
支
援
広
場

『
あ
っ
と
ほ
ー
む
』
開
催

ジ
ェ
イ
コ
ー

』

モ
ル
エ

さ と う

お か だ

こ う た ろ う

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『
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日
時
　
11
月
30
日
㈪
10
時
〜
13
時
　

場
所
　
市
民
会
館
調
理
室

内
容
　
牛
乳
・
乳
製
品
を
使
っ
て
５

品
を
調
理

定
員
　
40
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
会
員
は
300
円
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

申
し
込
み
　
11
月
26
日
㈭
ま
で
に
登

別
消
費
者
協
会
（
☎
85
８
３
０
７
）

日
時
　
11
月
16
日
、
18
日
、
25
日
、

30
日
、
12
月
２
日
、
９
日
の
18
時

30
分
か
ら
20
時
ま
で
（
全
６
回
）

場
所
　
鷲
別
公
民
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

内
容
　
初
級
英
会
話
（
日
常
会
話
）

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
円

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
し
込
み
　
11
月
10
日
㈫
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
88

１
１
１
６
）

日
時
　
11
月
24
日
、
26
日
、
12
月
１

日
、
８
日
、
10
日
、
15
日
の
18
時

か
ら
20
時
ま
で
（
全
６
回
）

場
所
　
市
民
会
館

対
象
　
女
性

内
容
　
６
回
の
コ
ー
ス
で
基
本
を
学

ぶ
定
員
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
円

申
し
込
み
　
11
月
13
日
㈮
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

（
☎
88
１
１
１
６
）

日
時
　
11
月
21
日
㈯
15
時
〜
17
時

場
所
　
と
も
か
な

対
象
　
男
性

内
容
　
料
理
の
基
本
を
学
び
、
夕
食

の
お
か
ず
と
酒
の
さ
か
な
作
り

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
容
器

申
し
込
み
　
11
月
19
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
11
月
28
日
㈯
14
時
〜
16
時

場
所
　
と
も
か
な

内
容
　
介
護
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
の

思
い
や
悩
み
を
気
軽
に
話
し
合
い

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
250
円
（
茶
菓
子
付
き
）

申
し
込
み
　
11
月
26
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
11
月
28
日
㈯
18
時
（
開
場
17

時
30
分
）

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　
800
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

内
容
　
『
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
が
見
た

日
本
の
四
季
』
、
『
山
女
魚
の
う

た
』
な
ど
４
ス
テ
ー
ジ
を
演
奏

問
い
合
わ
せ
　
登
別
女
声
コ
ー
ラ
ス

Ｍ
Ｆ
Ｃ
（
☎
85
６
２
４
４
）

日
時
　
11
月
28
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

時
場
所
　
市
民
会
館
１
階
大
会
議
室

内
容
　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

参
加
料
　
１
人
100
円

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
プ
ラ
タ
ナ
ス
・
安
達

さ
ん
（
☎
85
７
８
４
５
）

日
時
　
11
月
22
日
㈰
13
時
（
12
時
30

分
開
場
）

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容
　
第
一
部
・
管
弦
、
第
二
部
・

舞
楽

客
演
　
安
齋
省
吾
師
（
元
宮
内
庁
式

部
職
楽
部
首
席
楽
長
）

入
場
料
　
２
千
円
（
全
席
自
由
）

※

高
校
生
以
下
無
料
。

※

小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
の
入
場

は
で
き
ま
せ
ん
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
　
市
民
会
館
、

鷲
別
公
民
館
、
市
役
所
母
子
会
売

店
、
藤
崎
わ
さ
び
園
、
地
域
食
堂

三
丁
目
、
や
き
と
り
の
一
平
登
別

店
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
な
り
た
な

ど
問
い
合
わ
せ
　
は
じ
め
て
の
雅
楽
実

行
委
員
会
・
澤
田
さ
ん

（
☎
85
７
４
５
３
）

あ
ん
ざ
い
し
ょ
う
　ご

　今年度、カント・レラは11月
29日㈰に閉館し
ます。来年度の
開館は、平成28
年４月１日㈮を
予定しています。

カント・レラ閉館のお知らせ

▼問い合わせ　社会教育グループ
　　　　　　　（☎88１１２９）

▲

日時　11月８日㈰９時～13時※小雨決行▲

集合場所　鉄南ふれあいセンター▲

内容　沿道のごみ拾い、昼食懇親会▲

定員　10組▲

持ち物　軍手、火ばさみ、汚れても
　よい動きやすい服装・靴など▲

問い合わせ　11月６日㈮までにのぼりべつ
　元鬼協議会事務局（☎57４０４９）

のぼりべつ元鬼協議会
クリーンウォーク！ 2015！

げ　ん　　　き

第
３
回
食
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー

初
心
者
英
会
話
教
室

男
の
料
理
教
室

健
康
ま
ー
じ
ゃ
ん
教
室

元
気
に
介
護
の
会

登
別
女
声
コ
ー
ラ
ス
Ｍ
Ｆ
Ｃ

創
立
50
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
９
th

聴
い
て
触
れ
る
雅
楽
演
奏
会

プ
ラ
タ
ナ
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
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『
申
し
込
み
』

『
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

日
時
　
11
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
９
時

30
分
〜
12
時
30
分

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

定
員
　
各
日
12
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
組
１
千
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
２
枚
、
上
靴
、
そ
ば
を
持
ち

帰
る
大
き
め
の
容
器

申
し
込
み
　
11
月
６
日
㈮
か
ら
20
日

㈮
ま
で
に
郷
土
資
料
館

（
☎
88
１
３
３
９
）

日
時
　
11
月
29
日
㈰
11
時
30
分
〜

場
所
　
と
も
か
な

定
員
　
25
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
軽
食
付
き
）

内
容
　
『
食
を
通
し
て
助
け
合
い
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
』
を
テ
ー

マ
に
話
合
い

問
い
合
わ
せ
　
11
月
25
日
㈬
ま
で
に

と
も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
12
月
１
日
㈫
10
時
〜
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
ハ
ー
ブ
を
織
り
込
ん
だ
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
制
作

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
800
円

持
ち
物
　
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
、
持
ち
帰

り
用
袋
、
針
金
を
切
る
は
さ
み
、

お
し
ぼ
り
な
ど

申
し
込
み
　
11
月
20
日
㈮
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

（
☎
88
１
１
１
６
）

日
時
　
12
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
10
時

〜
17
時
（
６
日
は
15
時
30
分
ま
で
）

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
式
典
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ

　
ッ
プ
ア
ー
ト
制
作
、
障
が
い
に
関

す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
ふ
れ
あ
い

カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
６
日
の
み
）
、

授
産
製
品
販
売
、
障
が
い
児
・
障

が
い
者
作
品
展
示
（
両
日
）

問
い
合
わ
せ
　
登
別
市
障
害
者
福
祉

関
係
団
体
連
絡
協
議
会
・
吉
野
さ

ん
（
☎
83
０
０
８
３
）

日
時
　
12
月
５
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

定
員

　20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
100
円

持
ち
物
　
包
丁
２
・
３
丁
、
雑
巾

※

包
丁
は
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
か
布
に

包
ん
で
持
参
。

申
し
込
み
　
11
月
11
日
㈬
か
ら
12
月

１
日
㈫
ま
で
に
郷
土
資
料
館

（
☎
88
１
３
３
９
）

日
時
　
12
月
12
日
㈯
①
10
時
30
分
〜
、

②
14
時
〜

場
所
　
市
民
プ
ー
ル

対
象
　
12
歳
以
上
の
方

内
容
　
海
上
保
安
部
に
よ
る
着
衣
泳
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
に
つ

い
て
の
講
習

定
員
　
各
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
着
替
え
一
式
、
バ
ス
タ
オ

ル
な
ど

申
し
込
み
　
11
月
10
日
㈫
か
ら
27
日

㈮
ま
で
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
（
☎
88
１
１
１
６
）

日
時
　
12
月
13
日
㈰
10
時
〜
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
小
学
生
以
上

※

小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

内
容
　
ス
ゲ
を
使
っ
て
、
本
格
的
な

『
し
め
飾
り
』
を
制
作

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
し
め
飾
り
１
つ
に
つ
き
300

円
（
１
家
族
２
つ
ま
で
）

申
し
込
み
　
11
月
18
日
㈬
か
ら
12
月

２
日
㈬
ま
で
に
郷
土
資
料
館

（
☎
88
１
３
３
９
）

会 員 募 集

　一緒に俳句を楽しみませんか▲

日時　毎週木・土曜日９時30分
　～12時（月３回・曜日変更有り）▲

場所　若草つどいセンター▲

費用　年間2,000円▲

問い合わせ　同会・山形さん
　　　　　　　　（☎86８０３４）

　健康増進・護身術に合気柔術を始めませんか▲

日時・毎週火・木曜日18時30分～20時30分
　　　・毎週日曜日10時～12時▲

場所　登別公民館▲

費用　月額1,500円▲

問い合わせ　同会・松本さん
　　　　　　　　　　　　　（☎83２０１２）

大東流合気柔術 幸道会 登別支部大東流合気柔術 幸道会 登別支部若草俳句会若草俳句会

35 わくわくおでかけナビゲーション

２
０
１
６
年
し
め
飾
り
作
り

年
越
し
は
手
打
ち
そ
ば
で
教
室

Ｎ
カ
フ
ェ
〜
市
民
活
動
の
集
い
〜

ハ
ー
ブ
教
室

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
安
全
推
進

講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

包
丁
と
ぎ
体
験

第
11
回
障
害
者
週
間
記
念
事
業
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　申し込みは開催日の３日前までとなります。

　
日時　11月13日㈮13時～15
時
内容　静物画を描きます
定員　10人（申し込み順）
持ち物　水彩画道具一式

日時　11月14日㈯14時～16時
内容　江差追分の歌い方を学びます
定員　20人（申し込み順）
持ち物　筆記用具

日時　11月27日㈮10時～12
　時
内容　やさしい曲を練習し
ます
定員　5人（申し込み順）
持ち物　筆記用具

日時　11月22日㈰10時～12
　時
定員　10人（申し込み順）
※小学生は保護者同伴。

日時　11月28日㈯10時～12時
対象　小学生以上
内容　講師による対局指導をします
定員　20人（申し込み順）

わくわくおでかけナビゲーション

からのお知らせ『のぼりん』市民活動センター

のぼりん文化講座

日時　11月25日㈬19時～20時30分
内容　エクセル（計算式・印刷）について
定員　10人（既受講者優先で申し込み順）

日時　11月26日㈭19時～20時30分
内容　デジタルカメラに保存している画像の整理
方法やプリント方法を教えます
定員　10人
持ち物　デジタルカメラ、パソコン（お持ちの方
のみ）

日時　12月までの第２水曜日20時15分～21時
※11月は11日㈬に開催。
内容　体幹・骨盤エクササイズ
定員　15人（申し込み順）

日時　毎週月・金曜日20時30分～21時15分
内容　ヨガ体験
定員　各日10人（申し込み順）
※参加は１人１回までです。

期間　11月5日㈭～11日㈬16時
内容　会員の作品展示

期間　11月13日㈮～18日㈬
内容　書道作品展

申し込み・問い合わせ☎83６８６６

デジカメ写真整理術（初心者向け）デジカメ写真整理術（初心者向け）

キラキラ講座～体幹・骨盤エクササイズ～キラキラ講座～体幹・骨盤エクササイズ～

ヨガ教室ヨガ教室

第51回文化祭書道展（登別書道連盟）第51回文化祭書道展（登別書道連盟）

水彩画教室（長田　清講師）水彩画教室（長田　清講師）

江差追分道場（石橋　涛栄講師）江差追分道場（石橋　涛栄講師）

大正琴教室（岡田　陽子講師）大正琴教室（岡田　陽子講師）

子ども将棋教室（佐藤　和義講師）子ども将棋教室（佐藤　和義講師）

囲碁教室（保沢　宏講師）囲碁教室（保沢　宏講師）

パソコン教室（全６回のうち第６回）パソコン教室（全６回のうち第６回）

のぼりん展示・体験コーナー

のぼりんナイトカルチャー 参加料
500円

なが　たなが　た きよしきよし

おか　だおか　だ よう　こよう　こ

第５回なのはな絵手紙展示会（なのはなの会）第５回なのはな絵手紙展示会（なのはなの会）

さ　とうさ　とう かず  よしかず  よし

ほ　ざわほ　ざわ ひろしひろし

いし  ばしいし  ばし とう  えいとう  えい

37 わくわくおでかけナビゲーション

　100年につなげる里山づくりに取り組む事例発
表を行います。
日時　11月3日㈫10時30分～12時
定員　50人（申し込み順）
※開催場所は、イオン登別店内の『新寿の家』で
す。
申し込み　当日までにふぉれすと鉱山

　カムイヌプリを登ります。
日時　11月4日㈬10時～14時30分
集合場所　見晴らし公園
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　800円
持ち物　野外で活動できる服装・靴、帽子、防寒
着、防寒具、タオル、雨具、昼食、飲み物など
申し込み　11月3日㈫までにふぉれすと鉱山

　自然素材を使った木のトレイづくりに挑戦しま
す。
日時　11月10日㈫10時～14時
定員　7人（申し込み順）
参加料　800円
持ち物　汚れてもよい服装、エプロン、軍手、昼
　食など
申し込み　11月8日㈰までにふぉれすと鉱山

　冬に向けた植物の様子を観察しながら、鉱山の
自然を案内します。
日時　11月14日㈯10時～12時
対象　18歳以上の方
参加料　300円
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物など
申し込み　11月13日㈮までにふぉれすと鉱山

　秋の落ち葉を集めながら、里山を散策します。
日時　11月21日㈯10時～12時
参加料　100円（18歳以上200円）
持ち物　野外で活動できる服装、軍手、昼食など
申し込み　11月20日㈮までにふぉれすと鉱山

　100年後につなげる森づくりに向けた『百年小
屋』の完成を記念して、森のコンサート、森のも
ちつきなどを行います。
日時　11月28日㈯10時～13時
参加料　200円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着など
申し込み　11月27日㈮までにふぉれすと鉱山

　お茶を飲みながら、ふぉれすと鉱山を利用して
いる皆さんの声を聞く会です。
日時　11月29日㈰10時～12時
対象　18歳以上の方
申し込み　11月28日㈯までにふぉれすと鉱山

　子育てに関わる講座と、森の中の子育て体験プ
ログラムを行います。
日時　12月5日㈯10時30分～15時
対象　子育て中の方、子育て支援に携わる方
定員　50人
参加料　100円（18歳以上の方300円）
持ち物　体験プログラムに参加の場合、野外で活
動できる服装・靴など

申し込み　12月4日㈮までにふぉれすと鉱山

　施設メンテナンスのため、11月17日㈫は臨時休
館します。

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ

環境保全フォーラム環境保全フォーラム

たまにはアウトドアライフたまにはアウトドアライフ

木の学校木の学校

ガイドウォークガイドウォーク

里山づくりの日里山づくりの日

百年小屋完成記念パーティー百年小屋完成記念パーティー

利用者会議～一般編～利用者会議～一般編～

子育てフォーラム子育てフォーラム

臨時休館のお知らせ臨時休館のお知らせ
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今月の新着図書今月の新着図書
市立図書館市立図書館

※市立図書館では、毎月購入している本の全リス
　トを差し上げています。ご利用ください。

不用品不用品ダイヤルダイヤル市市 申し込み・問い合わせは

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時
登別消費者協会（☎　8307） ☎　4324☎　4324

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝＝こどものほん＝

ゆずります（売ります）ゆずります（売ります）
●木製テーブル●津軽塗テーブル●電動マッサージ機●卓球台●漬物石
（直径25㌢㍍）●ダンスシューズ（23.5㌢㍍）●ゴルフセット（男子用）
●グランドゴルフ用スティック（ケース付き）●おひな様セット●おひ
な様（７段）●おひな様（ガラスケース入り）●餅つき器●洋服たんす
●ポータブル電動ミシン●ワープロ●ワープロ用リボン●エレクトーン
●漬物樽（大・木製）●マージャンパイ●百人一首●折りたたみ式将棋
盤・駒●ホームタンク（90㍑用）●カメラ用三脚●プラスチック製屋外
用テーブル・パラソル●中華料理用テーブル（直径：上段約90㌢㍍、下
段約120㌢㍍）●自動洗濯機（７㌔㌘用）●オイルヒータ（空気清浄機付
き）●ビデオデッキ●オルガン●幼児用自転車（４～６歳用）●せんべ
い焼き器（１枚用）●そばこね鉢（木製）●アルミホイル付き冬タイヤ
（215×65Ｒ16）●小型犬用ケージ●犬用ヒーター●電動ミシン（17㌔㌘）

ゆずってください（買います）ゆずってください（買います）
●鉄瓶●白菊幼稚園男子制服●子ども用自転車（12～14㌅）●餅つき器
（味噌羽根付き一升用）●ジュニアシート●電動ミシン（小型）●切手
アルバム（収集ケース）●ガスコンロ（ＬＰガス用）

恋せよ魂魄（僕僕先生９）恋せよ魂魄（僕僕先生９）

せいめいのれきし 改訂版せいめいのれきし 改訂版

仁木　英之 著仁木　英之 著
に　き　　　 ひで ゆきに　き　　　 ひで ゆき

　に　とり　　　あき　お

　あ　がわ　　　ひろ ゆき

　か　のう　　りょういち

バージニア・リー・バートン 文・絵バージニア・リー・バートン 文・絵

　父母を救うため、長安へ向かっ
た劉欣。後を追う僕僕と王弁は途
中で、不治の病の少女と出会う。
一方、胡蝶の頭目は劉欣の仙骨を
手に入れるため遂に始動し…。

　銀河系の誕生から現在のひとび
との生活までを、バートンが美し
い絵とリズムのある文で紹介しま
す。最新の知見に合わせて見直し
た改訂版。

11
月
ま
で
地
域
懇
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す

願
書
受
け
付
け
中

　
10
月
１
日
㈭
か
ら
、
願
書
受
け
付

け
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
願
書
は
郵

送
で
の
申
し
込
み
の
ほ
か
に
、
直
接

本
校
に
お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と
や
、

『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
＋
体
験
入

学
』
へ
の
参
加
の
際
に
提
出
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
入
学
広
報
室
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時

　11
月
7
日
㈯
・
15
日
㈰

　
11
時
30
分
〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

　
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
で

は
、
10
月
21
日
㈬
・
22
日
㈭
に
、
旭

川
市
・
北
見
市
で
、
在
校
生
の
保
護

者
と
の
地
域
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
同
懇
談
会
は
、
就
職
活
動
や
部
活

動
・
課
外
活
動
な
ど
を
指
導
し
て
い

る
教
員
が
、
学
生
の
普
段
の
様
子
や

成
績
な
ど
を
保
護
者
に
直
接
お
伝
え

す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て

お
り
、
普
段
お
話
を
す
る
機
会
が
少

な
い
遠
方
の
保
護
者
に
は
好
評
の
懇

談
会
で
す
。

　
11
月
の
地
域
懇
談
会
は
、
本
校
の

ほ
か
函
館
市
・
札
幌
市
・
青
森
県
で

開
催
予
定
で
す
。

11
月
の『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学
』

◇運は創るもの 似鳥　昭雄 著
◇文士の好物 阿川　弘之 著
◇約束（K・S・Pアナザー）  香納　諒一 著

◇りゅうじんさまは歯がいたい 関屋　敏隆 作・絵
◇ジャッキーつきへいく あだち　なみ 絵
◇タラ・ダンカン（12上・下） ソフィー・オドゥワン=マミコニアン 著

せき　や　　　 とし たかは

▲地域懇談会で学生の様子を伝える教員

▲『オープンキャンパス＋体験入学』の
　校内見学の様子　

こんぱくこんぱく

りゅうきん ぼくぼく おう べん

地 域 だ よ り39

地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

FAX

地
区
連
合
町
内
会
の
絆
を
深
め
る

わ
り
　で
　
　
　
よ
し
の
り

　さ
　
さ
　
き
　
　
は
じ
め

ま
る
お
か

　
鷲
別
２
丁
目
町
内
会
で
は
、
夏
休

み
期
間
限
定
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
毎
朝
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

約
60
人
が
会
場
を
訪
れ
、
朝
の
す
が

す
が
し
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
体
力

づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
町
内
会
か
ら
日
用
品

や
学
用
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま

し
た
。
来
年
も
継
続
を
し
よ
う
と
計

画
し
て
い
ま
す
。

鷲
別
２
丁
目
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
原
田
　
敬
三

　
８
月
２
日
㈰
、
幌
別
鉄
南
地
区
連

合
町
内
会
に
加
盟
す
る
８
町
内
会
が

『
第
21
回
鉄
南
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
は
各
町
内
会
ご
と
に
露
店
を

出
店
し
、
訪
れ
た
人
の
食
欲
を
誘
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
バ
ン
ド
演
奏
や
玉
入
れ
、

抽
選
会
、
『
鉄
南
も
ち
ま
き
』
な
ど

多
彩
な
催
し
も
行
わ
れ
、
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
山
田
　
正
幸

ラ
ジ
オ
体
操
会
で
世
代
間
交
流

は
ら
　だ
　
　
　
け
い
ぞ
う

　
登
別
市
連
合
町
内
会
主
催
の
『
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
』

に
は
、
市
内
12
町
内
会
と
個
人
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
町
内
会
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

再
利
用
し
て
作
っ
た
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
飾
り
、
美
化

活
動
を
推
進
し
て
い
る
新
栄
町
内
会
や
若
草
第
二
町
内

会
、
沿
道
美
化
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
は
ま
な
す
町

内
会
に
環
境
特
別
賞
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
11
月
上
旬
か
ら
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
と
沿
道
美
化
の

写
真
展
を
市
役
所
、
市
民
会
館
、
各
支
所
な
ど
６
カ
所

で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
〈
町
内
会
部
門
〉

最
優
秀
賞
　
　
幌
別
鉄
南
第
７
町
内
会

優
秀
賞
　
　
　
幌
別
第
二
町
内
会

　
　
　
　
　
　
汐
平
町
内
会

　
　
　
　
　
　
新
生
町
内
会

優
良
賞
　
　
　
幌
別
鉄
南
第
６
町
内
会

　
　
　
　
　
　
は
ま
わ
し
町
内
会

　
　
　
　
　
　
若
緑
町
内
会

　
　
　
　
　
　
新
和
会

　
　
　
　
　
　
中
央
町
三
丁
目
町
内
会

環
境
特
別
賞
　
新
栄
町
内
会

　
　
　
　
　
　
は
ま
な
す
町
内
会

　
　
　
　
　
　
若
草
第
二
町
内
会

　
　
　
〈
個
人
部
門
〉

優
良
賞
　
割
出
　
義
則
さ
ん
（
新
生
町
）

　
　
　
　
佐
々
木
　
一
さ
ん
（
若
山
町
）

　
　
　
　
丸
岡
　
み
ち
る
さ
ん
（
若
山
町
）

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た

▲表彰式の様子 ▲個人部門で優良賞を受賞した割出さん
　宅の花

▲幌別鉄南第７町内会の最優秀賞花壇

や
ま

だ
　
　
　ま
さ
ゆ
き

☎84 1 0 7 9☎84 1 0 7 9 85 7 6 7 485 7 6 7 4
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公
共
施
設
は
、
市
民
や

高
齢
者
に
と
っ
て
文
化
活

動
や
そ
の
向
上
、
健
康
維

持
等
の
観
点
か
ら
利
用
し

や
す
い
料
金
体
系
で
あ
る
べ
き
で
す
。
　

　
ま
た
、
地
域
の
一
人
暮
ら
し
の
方
な
ど
が
、
月

に
数
回
施
設
に
集
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
と
の

つ
な
が
り
や
生
き
る
喜
び
を
保
っ
て
い
く
こ
と
も

重
要
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
回
の
公
共
施
設
使
用
料

減
額
・
免
除
見
直
し
に
よ
る
市
民
へ
の
影
響
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　
減
免
団
体
数
と
、
団
体
構
成
と
し
て
最
も
多

い
年
齢
層
は
。

　
　
減
免
団
体
数
は
289
団
体
で
、
年
齢
層
で
は
60

歳
代
以
上
の
団
体
が
62
％
と
最
も
多
い
。

　
　
市
は
、
今
回
の
公
共
施
設
使
用
料
改
定
に
つ

い
て
、
施
設
の
維
持
管
理
経
費
が
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
。

　
維
持
管
理
経
費
に
お
け
る
使
用
料
収
入
の
う
ち

約
1
･
8
％
が
減
額
に
よ
る
も
の
だ
が
、
今
回
の

改
定
に
よ
る
収
入
増
と
そ
の
使
い
道
は
。

　
　
施
設
全
体
で
、
年
間
236
万
円
の
収
入
増
を
見

込
ん
で
お
り
、
施
設
の
維
持
管
理
費
に
充
当
す
る
。

公
共
施
設
使
用
料
減
額
・

　
　
　
　
　免
除
改
定
に
つ
い
て

佐
々
木

　久
美
子

●
子
ど
も
を
望
ん
で
い
る

夫
婦
の
中
に
は
不
妊
に
悩

ま
れ
て
い
る
方
も
少
な
く

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
特
定
不
妊
治
療
は
保
険
適
用
外
の
た
め
、

治
療
に
は
多
額
な
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。

　
現
在
、
国
の
制
度
で
は
、
治
療
法
に
応
じ
て
１

回
15
万
円
（
条
件
に
よ
っ
て
は
7
万
5
千
円
）
を

上
限
と
す
る
助
成
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
道
内
76
市
町
村
で
は
独
自
の
上
乗
せ

支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、本
市
と
し
て
も
、

独
自
の
支
援
を
行
う
考
え
が
な
い
の
か
を
た
だ
し

ま
し
た
。

●
本
市
に
は
、
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
が
、
温
泉
街
か
ら
街
中
へ
観
光
客
を
誘
導

す
る
た
め
の
施
策
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
街
地
に
外
国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
拠
点
と
し
て
、

「
道
の
駅
」
を
設
け
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
貸
し
出
し

や
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
海
外
対
応
Ａ
Ｔ
Ｍ
、

多
言
語
に
対
応
し
た
案
内
や
土
産
物
販
売
と
い
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し

た
。 特

定
不
妊
治
療
支
援
と

　
　
　
　観
光
客
誘
導
に
つ
い
て

小

　栗

　義

　朗

答答 質質

平成27年第3回定例会

地方創生に向けて
8名の議員が
一般質問で提案 !!

一 般 質 問

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、

災
害
等
に
よ
る
原
子
力
発

電
所
か
ら
の
放
射
能
漏
れ

が
大
き
な
問
題
と
な
り
、

国
内
の
ほ
と
ん
ど
の
原
発
が
休
止
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
、
化
石
燃
料

以
外
の
発
電
設
備
の
充
実
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、

国
で
は
、
太
陽
光
・
地
熱
・
風
力
・
水
力
・
バ
イ

オ
マ
ス
・
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
研
究
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
す
で
に
5
カ
所
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

施
設
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。た
だ
し
、設
備
に
は
耐
用
年
数
が
あ
り
、

民
間
大
手
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
よ
る
と
2
0
3
0
年

頃
か
ら
、
交
換
や
修
理
な
ど
で
大
量
廃
棄
の
時
代

が
来
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
分
野
は
、
国
に
お
い
て
も
リ
ユ
ー
ス
や
リ

サ
イ
ク
ル
、
廃
棄
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
構
築
の
検
討

を
始
め
た
ば
か
り
で
す
。

　
ソ
ー
ラ
ー
設
備
に
は
、
有
害
物
資
で
あ
る
鉛
や

銅
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
本
市
と
し
て
も

現
段
階
か
ら
各
種
の
対
応
準
備
を
す
る
べ
き
と
提

案
し
ま
し
た
。

議会だより でぃすかす41

　
　
生
涯
学
習
人
材
バ
ン

ク
の
活
用
実
態
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
は
。

　
　
人
村
バ
ン
ク
は
、
学

校
や
団
体
な
ど
の
学
習
会
に
お
い
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　今
後
は
、
学
習
者
の
ニ
ー
ズ
変
化
、
社
会
変
化

に
合
わ
せ
た
幅
広
い
対
応
と
、
市
民
相
互
が
学
び

合
う
環
境
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　人
材
バ
ン
ク
は
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
し
い

公
共
の
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

た
め
、
登
録
情
報
の
拡
充
と
定
期
的
な
内
容
更
新

に
よ
り
有
効
な
活
用
に
努
め
る
。

　ま
た
、
平
成
13
年
度
に
発
行
し
た
生
涯
学
習
人

材
バ
ン
ク
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
登
録
情
報

の
更
新
や
見
や
す
さ
、
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、
個

人
・
団
体
合
わ
せ
て
約
160
件
程
度
を
登
録
し
た
改

訂
版
を
10
月
に
発
行
す
る
予
定
。

　
市
に
は
、
制
度
の
有
効
活
用
に
向
け
て
、
活
用

状
況
の
把
握
、
効
果
的
活
用
へ
の
対
策
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
が
重
要
で
あ
り
、
各
関
係
団
体
と
の

情
報
共
有
や
連
携
し
た
取
り
組
み
の
強
化
、
行
政

の
積
極
的
な
関
与
に
よ
り
、
こ
の
制
度
の
有
効
活

用
に
努
め
る
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

人
材
力
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　地
方
創
生
に
つ
い
て

成

　田

　昭

　浩

　
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
世

界
規
模
で
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
本
市
で
は
、
平
成
16
年
に
「
登
別
市
地
域

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
て
い
る
が
、

そ
れ
か
ら
11
年
が
経
過
し
、
規
制
緩
和
や
技
術
が

進
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
証

と
評
価
を
行
い
、
現
実
的
に
本
市
に
合
っ
た
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
を
定
め
て
は
ど
う
か
。

　
　太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
気
候
バ

ラ
ン
ス
が
良
い
こ
と
か
ら
発
電
に
適
し
て
お
り
、

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　ま
た
、
地
熱
・
温
泉
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
地
域

特
性
に
最
も
合
致
し
た
貴
重
な
資
源
で
あ
る
た

め
、
補
助
金
を
活
用
し
た
調
査
で
方
向
性
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　
今
年
道
路
交
通
法
が
改
正
と
な
り
、
自
転
車

の
ル
ー
ル
遵
守
、
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
・
罰
金

に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
。
市
内
で
危
険
と
思
わ
れ

る
、
登
別
温
泉
に
向
か
う
紅
葉
谷
付
近
、
青
嶺
高

等
学
校
か
ら
青
葉
小
学
校
の
間
、
明
日
中
等
教
育

学
校
付
近
の
自
転
車
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
。　

　そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
管
理
者
、
警
察
な
ど
と
相

談
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
針
と

　
　
　
　
　自
転
車
の
交
通
安
全

二

　瓶

　秀

　幸

ソ
ー
ラ
ー
設
備
の

　
　
　
　適
切
な
処
理
計
画
を
！

杉

　尾

　直

　樹

　
来
年
度
の
国
の
予
算
要

求
で
は
、
社
会
保
障
費
が
、

今
年
度
の
概
算
要
求
よ
り

18
％
も
押
さ
え
込
ま
れ
、

医
療
分
野
へ
の
シ
ワ
寄
せ
が
心
配
さ
れ
る
中
、
地

域
医
療
構
想
が
論
議
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　
今
の
医
療
環
境
を
見
る
と
、
入
院
し
た
く
て
も

で
き
な
い
、
入
院
し
た
と
し
て
も
診
療
報
酬
の
制

度
か
ら
病
院
が
不
本
意
な
が
ら
患
者
を
退
院
せ
ざ

る
を
得
な
い
な
ど
の
不
都
合
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
比
率
が
高
く
な
る
中
、
ベ
ッ
ド
数
削
減

を
前
提
に
す
れ
ば
、
医
療
難
民
が
増
え
、
病
状
の

重
篤
化
を
招
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
に
医
療
環
境
を
悪
化
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
視

点
か
ら
次
の
点
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

①
地
域
医
療
構
想
の
策
定
を
強
制
す
べ
き
で
は
な

い
。

②
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
視
点
で
提
言
を
。

③
ベ
ッ
ド
数
の
大
幅
削
減
は
、
病
院
か
ら
の
患
者

追
い
出
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
。

④
医
療
費
削
減
中
心
の
構
想
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。

⑤
構
想
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
に
密
着
し
、

患
者
の
立
場
に
立
っ
て
行
う
べ
き
。

ベ
ッ
ド
数
削
減
の
医
療
構
想
は

　
　
　
　
　
　
　患
者
の
立
場
で

渡

　辺

　
　
　勉

答 質

質

答 答質
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●
火
山
防
災
で
は
、
御
嶽

山
や
口
永
良
部
島
、
観
光

と
防
災
に
悩
む
箱
根
山
な

ど
の
噴
火
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
倶
多
楽
に
お
け
る
登
別
の
火
山
防
災
マ
ッ

プ
は
、
避
難
経
路
や
避
難
場
所
な
ど
が
未
設
定
で

す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
の
対
応
と
国
の
示
す
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
市
独
自
の
考
え
を
盛
り
込
み
、
あ
ら
ゆ
る

火
山
災
害
に
対
応
す
る
模
範
的
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム

型
火
山
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
す
べ
き
な
ど
と
、
提

言
を
交
え
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、火
山
資
源
の
付
加
価
値
化
の
視
点
か
ら
、

日
和
山
な
ど
の
周
辺
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
火
山
や

他
分
野
の
専
門
的
・
学
術
的
な
調
査
・
研
究
の
場

や
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
と
し
て
の
利
活
用

な
ど
を
提
言
し
ま
し
た
が
、
従
前
と
変
わ
ら
な
い

答
弁
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

●
山
菜
採
り
遭
難
事
故
等
で
は
、
遭
難
事
故
の
防

止
・
予
防
と
自
己
責
任
の
考
え
の
周
知
の
面
か
ら
、

遭
難
者
の
捜
索
費
用
負
担
の
考
え
と
、
深
い
渓
谷

に
架
け
て
い
る
橋
で
の
事
故
等
の
防
止
策
と
し

て
、
よ
り
強
固
な
防
護
柵
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て

た
だ
し
ま
し
た
。

模
範
的
な
火
山
防
災

　
　
　
　
　
　マ
ッ
プ
の
作
成
を

松

　山

　哲

　男

●
自
殺
予
防
総
合
対
策
が

始
ま
り
ま
す

　
本
市
で
は
、
全
国
動
向

と
同
様
に
、
中
高
年
の
男

性
自
殺
者
が
多
い
な
ど
の
傾
向
に
加
え
て
、
若
年

男
性
の
自
殺
率
・
自
殺
企
図
率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
若
者
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、
喫
緊
の
課

題
と
し
て
登
別
市
自
身
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
姿
勢
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
保
健
所
等
と
連
携
し
た
現
状
の
取

り
組
み
に
加
え
、
市
と
し
て
の
総
合
的
な
自
殺
予

防
策
が
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
基
本
計
画
に
行
政
評
価
が
明
文
化
さ
れ
ま
す

　
政
策
の
進
行
状
況
や
、
見
直
し
が
十
分
に
行
え

る
よ
う
、
基
本
計
画
内
に
各
種
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
を
位
置
付
け
て
い
く
こ
と
を
求
め
、
第
3
期
基

本
計
画
冒
頭
に
明
文
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
第
3
期
基
本
計
画
を
基
本
軸
に
し
つ

つ
も
、
具
体
的
な
施
策
や
事
業
に
つ
い
て
、
市
長

自
身
が
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
近
未
来
の
構
想
と
し
て
策
定
し
て

い
く
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
今
後
の
地
区
懇
談

会
等
で
市
民
に
対
し
て
、
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

若
者
の
命
を
守
る辻

　
　
　弘

　之

　
9
月
28
日
か
ら
10
月
１
日
の
4
日
間
で
行
政
視

察
に
行
き
ま
し
た
。

　
滋
賀
県
守
山
市
で
は
「
小
学
校
教
育
の
少
人
数

学
級
対
応
と
ハ
ロ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」、
栗
東
市
で
は
「
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」、兵
庫
県
三
木
市
で
は
「
中

央
図
書
館
建
設
の
経
緯
及
び
運
営
に
つ
い
て
」
そ

れ
ぞ
れ
取
り
組
み
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。

　
特
に
守
山
市
で
は
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会
で
定

め
ら
れ
た
35
人
学
級
を
、
市
内
全
小
学
校
の
１
年

生
か
ら
3
年
生
ま
で
32
人
学
級
と
し
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
増
加
し
た
学

級
に
教
員
を
補
充
す
る
た
め
、
経
験
者
5
名
、
初

任
者
3
名
の
計
8
名
を
市
が
独
自
に
採
用
し
て
い

ま
す
。

　
32
人
学
級
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
児
童
一
人
当

た
り
に
か
か
わ
れ
る
学
習
時
間
・
指
導
回
数
が
3

割
増
え
、
児
童
の
学
力
向
上
な
ど
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
本
市
の
学
校
教
育
に
お
い
て
も
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

委　員　会　だ　よ　り委　員　会　だ　よ　り

総
務
・
教
育
委
員
会

滋賀県栗東市での視察研修 兵庫県三木市立中央図書館前 滋賀県守山市での視察研修
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さ
ん

お
ん
た
け

り
っ
と
う

く
ち
の  

え   

ら    

ぶ   

じ
ま

ぶ  

じ
ま

第
９
回
　
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
未
来
を
決
め
る
一
票
の
重
み
〜

第
９
回
　
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
未
来
を
決
め
る
一
票
の
重
み
〜

第
９
回
　
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
未
来
を
決
め
る
一
票
の
重
み
〜

議会だより でぃすかす43

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
、
9
月
11
日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
民
生
費
に
つ

い
て
、
質
疑
が
集
中
し
、
委
員
間
討
議
の
結
果
、

　
と
の
附
帯
決
議
を
付
し
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※
附
帯
決
議
と
は
・
・
・

　
議
会
ま
た
は
委
員
会
が
議
案
の
議
決
に
あ
た
り
付

け
加
え
る
意
見
や
要
望
の
こ
と
で
す
。
法
的
な
拘
束

力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
政
治
的
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
今

年
6
月
に
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
選
挙

権
が
18
歳
以
上
の
者
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
若
者
の
政
治
参
加
に
つ
い
て
の

基
調
講
演
及
び
選
挙
権
の
年
齢
引
き
下
げ
や

若
者
の
政
治
参
加
、
政
治
に
望
む
こ
と
な
ど

を
テ
ー
マ
に
生
徒
・
学
生
と
議
員
が
3
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を
行
い
、

今
後
の
議
会
活
動
へ
の
参
考
と
活
用
に
結
び

付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所
　
　
12
月
１
日
㈫
16
時
か
ら

　
登
別
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ん
た
21

　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　▼
第
Ⅰ
部
　
基
調
講
演

　
テ
ー
マ
　
若
者
の
政
治
参
加
に
つ
い
て

▼
第
Ⅱ
部
　
若
者
の
政
治
参
加
等
に
係
る
意

　
　
　
　
見
交
換
会

テ
ー
マ
　
①
選
挙
権
の
年
齢
が
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
へ
の

思
い

　
　
　
　
②
若
者
が
政
治
に
関
心
を
持
ち
、

政
治
参
加
し
や
す
く
す
る
た

め
の
工
夫

　
　
　
　
③
若
者
に
と
っ
て
の
政
治
と
は

　
　
　
　
④
政
治
に
望
む
こ
と
は

▼
第
Ⅲ
部
　
意
見
交
換
会
結
果
発
表

※
当
日
来
ら
れ
る
市
民
の
方
は
、
基
調
講
演
お
よ
び

意
見
交
換
会
を
傍
聴
し
、
意
見
交
換
会
結
果
発
表
に

つ
い
て
は
質
問
や
感
想
を
い
た
だ
く
形
で
の
参
加
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
議
会
事
務
局
総
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　（
☎
85
9
2
2
0
）

千
　
田
　
文
　
孝

　
建
物
が
河
川
上
に
あ
る
た
め
、
現
在
の
建
築

基
準
法
等
で
認
可
さ
れ
る
可
能
性
の
有
無
に
つ

い
て
、
予
備
調
査
を
行
わ
な
く
と
も
関
係
機
関

へ
の
確
認
で
判
断
で
き
な
い
の
か
を
質
問
し
ま

し
た
。
ま
た
、
維
持
管
理
費
が
相
当
掛
か
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
大
き
な
負
担
を
強
い
る
施
設

を
維
持
す
べ
き
か
、
地
元
の
住
民
や
市
民
に
確

認
し
検
討
す
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。

工
　
藤
　
倶
二
雄

　
予
算
執
行
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は
売
却

す
る
側
が
耐
震
予
備
診
断
の
調
査
費
用
を
支

払
う
の
が
通
常
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
建
物
が
本
当
に
必
要
な
の
か
登

別
温
泉
の
住
人
と
し
っ
か
り
協
議
し
、
水
害

等
安
全
面
に
も
配
慮
し
て
施
行
し
て
ほ
し
い

と
要
望
し
ま
し
た
。

辻
　
　
　
弘
　
之

　
建
物
は
民
間
企
業
の
持
ち
物
で
す
が
、
今
後
、

譲
渡
等
に
よ
り
行
政
管
理
し
て
い
く
こ
と
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、

同
時
に
将
来
に
わ
た
り
長
期
的
な
維
持
費
が
、

公
費
で
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
試

算
金
額
を
明
示
し
た
上
で
市
民
と
の
議
論
を

行
う
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

若
　
木
　
康
　
夫

　
市
が
委
託
し
た
調
査
の
内
容
で
は
、
歴
史

的
価
値
の
あ
る
建
造
物
で
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
広
島
市
の
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
（
昭

和
27
年
建
立
）
の
デ
ザ
イ
ン
と
類
似
し
て
い

る
こ
と
か
ら
関
連
性
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

二
　
瓶
　
秀
　
幸

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
費
に
お
け
る

市
の
持
ち
出
し
分
489
万
6
千
円
の
内
容
を
質

問
し
、「
通
知
カ
ー
ド
の
裏
面
印
字
シ
ス
テ
ム
」

購
入
費
と
し
て
、
業
務
遂
行
上
必
要
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

経
費
に
つ
い
て
は
、
建
築
上
の
安
全
性
、
維

持
管
理
費
な
ど
の
問
題
点
を
た
だ
し
ま
し
た
。

松
　
山
　
哲
　
男

　
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
維
持
管
理
経
費
3

千
300
万
円
は
、
北
海
道
電
力
（
株
）
が
災
害

に
対
応
す
る
た
め
、
本
市
所
有
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
共
架
し
て
い
る
電
柱
の
工

事
に
関
わ
っ
て
生
じ
る
経
費
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
費
用
負
担
割
合
の
協
議
が
必
要
で

は
な
い
か
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

戸
　
井
　
　
　
肇

　
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
維
持
管
理
経
費
（
電

柱
更
新
に
伴
う
光
フ
ァ
イ
バ
ー
移
設
）
に
つ

い
て
、
保
守
契
約
の
範
囲
で
対
応
で
き
な
い

の
か
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
移
設
は

電
柱
数
約
70
基
と
大
規
模
の
た
め
保
守
契
約

で
想
定
し
て
い
る
数
を
大
幅
に
超
え
て
し
ま

う
と
の
回
答
で
し
た
。

予算・決算委員会（平成27年度補正予算審査）

登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
運
営
管
理
経
費
に
関
す
る
質
疑

登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
運
営
管
理
経
費
に
関
す
る
質
疑

登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
運
営
管
理
経
費
に
関
す
る
質
疑

　
登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

経
費
の
執
行
に
よ
り
、
今
後
の
施
設
に
お
け

る
譲
渡
等
が
行
わ
れ
た
場
合
、
地
域
住
民
の

み
な
ら
ず
市
民
に
対
し
て
、
将
来
的
な
負
担

を
課
す
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
強
く
危
惧
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
本
運
営
管
理
経
費
に
つ
い
て
は
、

次
の
事
項
を
遵
守
し
、
執
行
さ
れ
る
こ
と
を

望
む
。

一
つ
、
本
経
費
に
か
か
る
費
用
と
効
果
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
に
十
分
か
つ
丁
寧

な
説
明
と
協
議
を
行
っ
た
後
に
執
行

す
る
こ
と
。

一
つ
、
今
後
将
来
に
予
測
さ
れ
る
費
用
負
担

と
諸
々
の
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
の
み
な
ら
ず
、
市
民
に
広
く
情
報

提
供
と
説
明
を
行
い
、
十
分
な
市
民

合
意
を
得
た
上
で
、
今
後
の
施
設
使

用
に
お
け
る
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
。

一
つ
、
上
記
２
点
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
・
市
民
説
明
会
に
お
け
る

議
事
録
を
含
め
、
適
宜
、
議
会
へ
の

報
告
を
行
う
こ
と
。

一
つ
、
今
後
の
施
設
に
お
け
る
譲
渡
等
の
可

否
判
断
が
議
決
案
件
と
な
ら
な
い
場

合
、
よ
り
慎
重
に
議
会
へ
の
情
報
提

供
と
意
見
聴
取
を
求
め
る
こ
と
。
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鞴まつりアイススケートリンク
11月１日㈰オープン『食文化講座と試食体験』

FAX

　アイヌ民族の、自然と一体となっ
た暮らしや伝統文化を実践体験しま
せんか。

▼日時　11月13日㈮10時～13時

▼場所　イオル事務所チキサニ

▼定員　50人（申し込み順）

▼内容　生業、食べ物、保存方法な
ど、食文化についての講座と、ア
ンコウを使った調理試食体験

▼参加料　100円（材料費）

▼申し込み　11月10日㈫までにイオ
　ル事務所チキサニ

（☎０１４４82６３０１）

　オープン初日の11月１日㈰は、個
人利用のみリンクを無料開放します
（貸しスケートは有料）。

▼開館時間　12時～18時（土・日曜
　日、祝日は10時から）

▼場所　中島スポーツセンター

▼休館日　毎週月曜日（月曜日が祝
　日の場合は、その翌日）　　　

▼料金　一般400円、65歳以上300円、
高校生200円、小・中学生100円、
小学校入学前の子どもは無料

▼問い合わせ　中島スポーツセンター
（☎45０８００）

　鞴とは、金属の精錬や加工に欠く
ことのできない、火をおこし、火力
を強めるために使用する道具です。
刀工など火を扱う職人が鞴を清め、
火の神に感謝するとともに、技能向
上や一年間の作業の安全祈願をする、
年に一度のおまつりです。
　また、黎明観刀鍛冶工房前では、
刀剣類の常設展示をしています。▲

日時　11月８日㈰10時～▲

場所　黎明観刀鍛冶工房▲

問い合わせ　伊達観光物産公社
(☎０１４２㉕５５６７)

『岡大海選手』

北海道日本ハムファイターズ北海道179市町村応援大使
特集ページＵＲＬ

http://www.city.noboribetsu.lg.jp/docs/2014121700020

北海道日本ハムファイターズ

　『北海道日本ハムファイターズ北海道179市町村応援
大使２０１５』の企画として、11月27日㈮に、登別市の
応援大使である『中島卓也選手』と『岡大海選手』が登
別市を訪れ、市民との交流会を予定しています。
　詳細については、日程や会場が決まり次第、市ホーム
ページなどでお知らせします。

登別市にやってくる！
『中島卓也選手』 がと

【『北海道日本ハムファイターズ北海道179市町村
応援大使』とは】
　北海道日本ハムファイターズが北海道179市町村
の応援大使となり、対象市町村を応援するプロジェ
クトです。毎年18市町村にそれぞれ２人の選手を応
援大使に任命し、総勢18組・36人が１月１日から12
月31日までの１年間応援大使として活躍します。

▲

問い合わせ　企画調整グループ（☎85１１２２）

ふいご

な　か　　し　ま　　た　く　　　や お　か　　　ひ　　ろ　　み


